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山
里
に
新
茶
の
季
節
が
到
来
。

　
泉
町
栗
木
の
木き

む
ら邑

益
雄
さ
ん
の
茶
畑

で
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か

け
て
新
茶
（
一
番
茶
）
の
手
摘
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
に
は
泉
町
下
岳
の
泉
運
動

広
場
で
「
平
家
い
ず
み 

お
茶
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
茶 

萌
え
る
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八代少年少女合唱団創立40周年記念定期演奏会
第25回 八代ちびっ子カーニバル
八代亜紀絵画コンクール表彰式
九州国際スリーデーマーチ
１００歳 おめでとうございます
八代亜紀さんの絵画を架け替え
ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」
赤星公園ぼたん祭り
地震発生を想定した津波避難訓練
厚生会館初のホワイエコンサート

「スマホの中に商店街」事業スタート
プロ野球ウエスタン・リーグ公式戦
　　　　　　　　　　　　 　　　他２件

　「よっしゃ」「こっちこい」。グラウン
ドに響き渡る声の主は、今年で 80 歳を
迎える現役ソフトボーラーの田中忠男さ
んだ。ソフトボール歴 50 年以上のベテ
ラン選手である。
　5 月 17 日から 3 日間、球磨川河川緑
地で第 32 回全国シニアソフトボール熊
本県八代大会が開催され、全国各地から
51 チーム約 800 人の選手たちが八代に
集結した。
　田中さんは、八代シニアの選手として
出場するとともに、この大会の実行委員
長を務めた。「八代の魅力を全国各地か
らやってきた人に知ってもらい、『来て
良かったな』と思ってほしいとの思いか
ら実行委員長を務めた」と語る。
　球磨川河川緑地にソフトボール専用球
場ができたのを機に、八代での全国大会
開催が決定。県シニアソフトボール連盟
に加盟している八代の各チームから実行
委員 45 人を召集し、2 年かけて準備を
進めた。「大会運営は大変だった」と語
る田中さん。参加者からは、八代亜紀
さんやくまモンに会いたいという要望も
あった。他にも、試合の環境整備などの
問題もあった。時間や予算などの諸事情

八代のよかとこば
大会参加者に伝えたい

田中 忠男 さん   （花園町）

全国シニアソフトボール熊本県八代大会実行委員長

により、期待に応えることができないと
ころもあったが、実行委員のみんなで関
係機関に掛け合うなど、万全の体勢を整
えた。また、大会参加者もいろいろな面
で快く協力してくれた。「運営を通して
人とのつながりが生まれ、お金には変え
られない財産を手に入れた」と田中さん
は満面の笑みで喜びを語った。
　少年時代は野球をしていた田中さん。
大人になってからソフトボールを始め
た。そして、子どもに恵まれ、息子と一
緒に親子ソフトボール大会に参加したこ
とがきっかけで、本格的にソフトボール
に打ち込むようになったと言う。
　当時の八代はソフトボールが流行って
おり、レベルも高かった。全国大会より
八代で勝つ方が困難な程だった。長年
トップレベルのソフトボール人生を歩ん
できたからこそ、ソフトボールや今大会
にかけた熱い思いは誰にも負けない。
　「80 歳まで運動を続けられることは嬉
しい。引くタイミングを失ったが、これ
からも現役で、ソフトボール大会などを
通して八代に貢献していきたい」と抱負
を語った。

▲八代シニアの選手たち （前列左から２番目が田中さん） ▲ 3塁手として軽快なプレー
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予Ｈ26年度 算

八 代 市 の
お金の使いみち

　
本
年
度
予
算
は
、
昨
年
度
と
比
較
す

る
と
、予
算
規
模
が
23
億
円
（
４
・
５
％
）

増
の
５
４
０
億
円
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
は
、
社
会
保
障
対
策
に
伴
う
民

生
費
や
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
の
推
進

を
は
じ
め
と
し
た
農
林
水
産
業
費
の
予

算
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
入
で

は
、
自
主
財
源
以
外
の
依
存
財
源
が

67
・
２
％
と
昨
年
以
上
の
割
合
で
推
移

し
て
お
り
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
28
年
度
か

ら
の
地
方
交
付
税
の
段
階
的
削
減
に
備

え
る
た
め
、
計
画
的
に
事
業
の
見
直
し

や
財
政
規
模
の
縮
小
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
中
で
、
で
き
る
限
り
借
金
に
頼

ら
ず
、「
身
の
丈
に
合
っ
た
」
行
財
政

運
営
に
努
め
る
こ
と
で
、
将
来
へ
の
持

続
可
能
な
安
定
的
市
政
運
営
を
目
指
す

も
の
で
す
。

 

　
ま
た
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編

成
に
よ
り
、
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
八
代

市
総
合
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、「
や
す
ら
ぎ
と

活
力
に
み
ち
た
魅
力
か
が
や
く
元
気
都

市
”
や
つ
し
ろ
”」
を
目
指
し
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「市の予算」は、家庭でいうと、年間の家計を予想し、収入や出費の予定を立てるような
ものです。「歳入」は収入、「歳出」は出費と言い換えることができます。
　市の予算も、家計と同じように限度があるため、きちんとした計画や方針に基づいて運用
しています。

939億2,386万円

～ 平成26年度　予算 ～

問合せ   財 政 課  33-4106
zaisei@city.yatsushiro.lg.jp
市の予算は、市のホームページで
もご覧いただけます。
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上
の
円
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
の
当
初
予
算

の
歳
入
（
収
入
）
を
、５
ペ
ー
ジ
に
は
歳
出
（
目

的
別
・
性
質
別
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
、市
税
な
ど
に
よ
る「
自
主
財
源
」と
、

国
や
県
の
支
出
金
な
ど
か
ら
な
る
「
依
存
財
源
」

が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
歳
入
で
は
、
依
存
財
源
が
67･

２
％
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
に
頼
っ
た
財

源
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

中
で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
地
方
交
付

税
」
は
税
収
が
多
い
自
治
体
と
少
な
い
自
治
体

の
財
源
を
調
整
す
る
な
ど
の
目
的
で
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、市
町
村
合
併
の
特
例
に
よ
り
、多
く

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、段
階
的
に
縮
小

さ
れ
る
見
通
し
の
た
め
、自
主
財
源
の
確
保
や

計
画
的
な
財
政
運
営
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　 会 計 名　 H26年度
予  算  額

H25年度
予  算  額

増 減
（%）  

一般会計 540億6,100万円 517億1,970万円 4.5

特別会計 381億9,809万円 378億1,612万円 1.0

国民健康保険 181億9,481万円 182億3,012万円 △ 0.2

後期高齢者医療 16億6,350万円 16億4,514万円  1.1

介 護 保 険 135億6,870万円 130億1,702万円 4.2

公共下水道事業 37億9,250万円 40億2,500万円 △ 5.8

簡易水道事業 3 億 6,852 万円 3 億 6,775 万円 0.2

農 業 集 落 排 水
処 理 施 設 事 業 1 億 1,115 万円 1 億 678 万円  4.1

浄 化 槽 市 町 村
整 備 推 進 事 業 6,761 万円 6,364 万円 6.2

ケーブルテレビ
事 業 3 億 5,088 万円 2 億 7,349 万円 28.3

診 療 所 7,994 万円 8,670 万円 △ 7.8

久連子財産区 29 万円 29 万円  0.0

椎原財産区 19 万円 19 万円 0.0

企業会計 16億 6,477万円 15億 5,002万円 7.4

水道事業会計 7 億 3,391 万円 8 億 1,025 万円 △ 9.4

病院事業会計 9 億 3,086 万円 7 億 3,977 万円 25.8

全ての予算  939億2,386 万円 910億8,584 万円  3.1

市の予算【会計別】

一
般
会
計

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な
ど
、特

定
の
目
的
の
た
め
に
事
業
を
行
う
も
の

企
業
会
計

水
道
や
市
立
病
院
な
ど
、
事
業
で
収
益

を
上
げ
て
独
自
に
運
営
す
る
も
の

市
の
予
算
は
、
大
き
く
３
種
類
の
「
会
計
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

⑥ 地方交付税
⑦ 市 債
⑧ 国庫支出金
⑨ 県支出金
⑩ そ の 他

（31.2%）
（  9.6%）
（15.4%） 
（  7.4%）
（  3.6%）

地方消費税交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金

12 億 6,500 万円

4 億 9,580 万円

4,200 万円など

依存財源

億 　　　　     万円 億 　　　　     万円363 2,623
67.2%

自主財源

177 3,477
32.8%

① 市　税
② 繰入金
③ 分担金・負担金
④ 諸収入
⑤ その他

（25.6%）
（  0.3%）
（  1.8%）
（  1.6%）
（  3.5%）

使用料・手数料
寄附金
繰越金
財産収入

7 億 9,065 万円

1,662 万円

10 億円

1 億 624 万円

歳  入 総額　　  億　　　　　  万円540  6,100　
一般会計

歳入の種類 H26年度（万円） H25年度（万円） 対前年度比 (%)

市 税 1,383,605 1,339,963 3.3
地 方 交 付 税 1,685,000 1,725,200 △ 2.3
分担金・負担金(*1) 99,734 99,140 0.6
国庫支出金 (*2) 834,901 730,769  14.2
県 支 出 金 (*3) 399,922 365,840  9.3
繰 入 金 13,494 10,474 28.8
諸 収 入 (*4) 85,293 90,923 △ 6.2
市    債 (*5) 520,760 409,480 27.2
そ の 他 383,391 400,181 △ 4.2
合 計 5,406,100 5,171,970 4.5

① 
⑥
③ 
⑧ 
⑨ 

⑦ 

② 
④ 

⑩⑤

　

八
代
市
に
は
、
一
般
会
計
と 

11
の
特
別

会
計
、２
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

下
表
は
、
市
の
予
算
を
会
計
別
に
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
な
か
で
、
一
番
大
き
な
割
合
を
占

め
る
「
一
般
会
計
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
般
会
計
　

の
歳
入
と
歳
出

④
⑤

③歳入

自
主

財

源

依

存

財

源

⑩ そ の 他

⑨ 
 県支出金

⑧ 
国庫支出金

⑦ 市 債

⑥ 地方交付税

②繰入金 
　分担金・負担金
  諸収入
  その他

① 市　税

予Ｈ26年度 算



  5 Yatsushiro 2014. 6

　

上
の
円
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
の
当
初
予
算

の
歳
入
（
収
入
）
を
、５
ペ
ー
ジ
に
は
歳
出
（
目

的
別
・
性
質
別
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
、市
税
な
ど
に
よ
る「
自
主
財
源
」と
、

国
や
県
の
支
出
金
な
ど
か
ら
な
る
「
依
存
財
源
」

が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
歳
入
で
は
、
依
存
財
源
が
67･

２
％
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
に
頼
っ
た
財

源
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

中
で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
地
方
交
付

税
」
は
税
収
が
多
い
自
治
体
と
少
な
い
自
治
体

の
財
源
を
調
整
す
る
な
ど
の
目
的
で
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、市
町
村
合
併
の
特
例
に
よ
り
、多
く

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、段
階
的
に
縮
小

さ
れ
る
見
通
し
の
た
め
、自
主
財
源
の
確
保
や

計
画
的
な
財
政
運
営
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

歳  出
一般会計

　

歳
出
（
支
出
）
は
、
目
的
別
と
性

質
別
の
２
つ
の
側
面
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

歳
出
（
目
的
別
）
構
成
は
、
歳
出

を
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
で

す
。
会
社
に
例
え
る
と
、
各
事
業
部

ご
と
の
経
費
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
表
か
ら
は
、
民
生
費
（
社

会
保
障
費
）
が
最
も
大
き
く
、
市
の

予
算
の
４
割
弱
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

費　目 H26年度（万円） H25 年度（万円） 対前年度比 (%)

議会費 44,203 42,235 4.7
総務費 (*6) 462,532 470,409 △ 1.7
民生費 (*7) 2,117,756 1,986,754 6.6
衛生費 (*8) 378,050 394,604 △ 4.2
農林水産業費 291,207 248,415 17.2
商工費 135,566 142,928 △ 5.2
土木費 563,317 547,940 2.8
消防費 256,266 202,617 26.5
教育費 466,714 445,468 4.8
公債費 (*9) 685,505 685,804 △ 0.0
その他 4,984 4,796 3.9

合　　計 5,406,100 5,171,970 4.5

　

歳
出
（
性
質
別
）
構
成
は
、
歳
出

を
経
費
の
性
質
別
に
分
類
し
た
も
の

で
す
。
会
社
に
例
え
る
と
、
労
務
費

や
材
料
費
の
経
費
の
費
目
ご
と
の
分

類
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

表
か
ら
は
、
義
務
的
経
費
（
支
出
す

る
こ
と
が
制
度
的
に
定
め
ら
れ
て
い

る
経
費
）の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、

ま
た
、
そ
の
中
で
も
扶
助
費
（
医
療

費
や
生
活
保
護
費
な
ど
）
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
義
務
的

経
費
の
割
合
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

費　目 H26 年度（万円） H25 年度（万円） 対前年度比 (%)

人件費 (*10) 770,105 793,041 △ 2.9

扶助費 (*11) 1,333,051 1,316,224 1.3
公債費 685,482 685,803 △ 0.0

物件費 (*12) 580,594 602,261 △ 3.6
繰出金 (*13) 753,220 738,460 2.0

補助費等 (*14) 592,444 465,422 27.3
出資貸付金 (*15) 55,620 56,844 △ 2.2

その他 (*16) 87,253 60,103 45.2
普通建設事業費 (*17) 548,331 453,812 20.8

合　　計 5,406,100 5,171,970 4.5

【性質別】

歳出

人件費
（14.2%）

普通建設費

扶助費
（24.7%）

（10.1%）

公債費
（12.7%）

物件費
（10.8%）

補助費等
（11.0%）

繰出金
（13.9%）

①投資
的経費

義
②

務

的

経
費

そ

③

の

他

そ の 他
出資貸付金

（1.6%）
（1.0%）

億　　　　   万円

億　　　　 万円

億　　　　 万円

8,331 
8,638
9,131

54
278
206

（10.1%）
（51.6%）
（38.3%）

① 投資的経費
② 義務的経費
③ そ の 他

用
語
解
説

*1
分
担
金
・
負
担
金
…

*2
国
庫
支
出
金
…

*3
県
支
出
金
…

*4
諸
収
入
…

*5
市
　
債
…

*6
総
務
費
…

                

*7
民
生
費
…

                

*8
衛
生
費
…

　
　
　
　

*9 
公
債
費
…

　
*10 
人
件
費
…

　
　
　
　

*11 
扶
助
費
…

*12 
物
件
費
…

　
　
　

*13 
繰
出
金
…

　
　
　
　

*14 
補
助
費
等
…

　
　
　

*15 
出
資
貸
付
金
…

*16 
そ
の
他
…　

　
　
　

*17 
普
通
建
設
事
業
費
…

　
　
　
　

特
定
の
事
業
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
徴
収
す
る
も
の

収
入
の
性
質
で
ど
の
科
目
に
も
含
ま
れ
な

い
も
の

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
お

金市
役
所
の
運
営
の
た
め
の
基
本
的
な
費
用

や
地
域
振
興
に
要
す
る
経
費
な
ど

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
福
祉
対
策
や
子

育
て
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用

ご
み
や
し
尿
を
処
理
し
た
り
、
市
民
の
が

ん
検
診
や
各
種
の
予
防
接
種
な
ど
に
使
わ

れ
る
費
用

公
共
施
設
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ

た
お
金
を
返
済
す
る
費
用
な
ど

市
議
会
議
員
や
市
政
協
力
員
の
報
酬
、
職

員
の
給
与
な
ど

障
が
い
者
、
児
童
な
ど
に
対
す
る
医
療
費

援
助
や
諸
手
当
、
生
活
保
護
費
な
ど

事
務
用
品
、
光
熱
水
費
な
ど
の
需
用
費
や

委
託
料
、
旅
費
な
ど

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会

計
に
支
出
さ
れ
る
経
費

県
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金･

委
託
金

　

国
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
・
委
託

金
　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
、
各

種
団
体
運
営
補
助
金
な
ど

　
　

市
立
病
院
や
水
道
局
な
ど
、
公
営
事

業
会
計
に
対
す
る
出
資
金

　
　
　
　

学
校
、道
路
、公
園
な
ど
公
共
施

設
の
建
設
費

維
持
補
修
費
、
積
立
金
な
ど

【目的別】

民生費
（39.2%）

公債費
（12.7%）

土木費
（10.4%）

総務費
（8.6%）

教育費
（8.6%）

衛生費
（7.0%）

歳出

（0.1%）
（0.8%）
（2.5%）
（4.7%）
（5.4%）

そ の 他
議 会 費
商 工 費
消 防 費
農林水産業費

総額　　　億　　　　　  万円540  6,100　

予Ｈ26年度 算
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予Ｈ26年度 算

市 八長 策
予算の主な使いみち　 主要事業

～ 市長の８つの施策 ～

農林水産業の振興

地域振興

環境対策

商工業対策

教育・子育て支援

医療福祉対策

行財政改革

新環境センターの早期完成

太陽光発電などの再生可能エネルギーの普及拡大

商店街や中小企業に対する支援

食品関連産業の誘致、若
者雇用確保

市民の健康づくり

住民自治の推進

適正な財政計画に基づく施策の実施

災害や震災に強いインフラ整備

営農支援室の設置

地場産業の活性化と農業所得の倍増

　６次産業化研修会や商品の企画開発コンサルティン
グによる商品力強化魅力発信、販路拡大支援など

　新規就農者の相談・支援
業務や農業全般の相談・支
援業務を行う部署を設置・工業用地適地選定調査業務委託

・商品力強化販売支援事業
                                           

・環境センター整備、運営業務
  に係る債務負担行為 
  （Ｈ26～49年度）

・新技術、新製品研究開発支援事業
　補助金

・企業振興促進条例補助金

・１年間で小学生１００冊、中学
　生 50 冊を目標に、市内全域で
　読書活動に取り組む

・イオン八代ショッピングセンター 
   に、新たに「こどもプラザ」を増設
   し、子育て支援の充実を図る

・各種予防接種と各種ガン健診

・地域協議会活動交付金など
・住民自治関係施設整備

・市庁舎建設基金の創設、積立て

・消防アナログ無線のデジタ
  ル化に係る広域行政負担金

・営農支援員２人の配置と
　活動経費

・い業機械再生支援事業
・栽培漁業振興のための稚魚、稚貝、

・八代市コンテナ利用助成金
・八代港ポートセールス活動経費
     　　　　　　　　　　　 

・千丁支所庁舎への太陽光発
   電と蓄電設備の設置

・同報系防災通信システムや
  屋外拡声器増設、防災行政無
  線整備費

稚エビの放流拡大
　　　　　　　　　　　　  

616 万 7 千円
680 万 7 千円

2 億 8,800 万円

195億4,285万9 千円

500 万円

1,897 万 4 千円

5億6,975万 6 千円

2,500 万円
1,000 万円

265 万円

1,679万3千円

4億3,628万 4 千円

7,743 万 4 千円
　644 万 3 千円

3 億円

　1 億 727 万円
1,154 万 7 千円

3,495 万 6 千円

5,585 万 5 千円

571 万 7 千円

フードバレー構想の推進

八代港の港湾機能の整備充実
・八代港湾整備に係る県営事業負
　担金

小中学生読書運動事業

子育て支援

若者定住・雇用・男女共同参画の推進
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臨時福祉給付金（簡素な給付措置）
消費税の引き上げに伴う

子育て世帯臨時特例給付金

支給対象者

子育て世帯臨時特例給付金

　平成 26 年１月分の児童手当（特例給付を含む）受
給者のうち、平成 25 年中の所得が児童手当の所得制
限限度額に満たない人

　支給対象者の平成２6 年１月分の児童手当（特例給
付を含む）の対象となる児童。ただし、臨時福祉給付
金の対象となる児童および生活保護を受けている児童
は対象となりません。

　子育て世帯臨時特例給付金は、消費税率が８％に引
き上げられたことにより、子育て世帯への影響を緩和
するとともに、子育て世帯の消費の下支えをする観点
から、臨時的に支給されるものです。

支給額
　対象児童１人につき１万円

対象児童

申請手続
　申請先は、基準日となる平成２６年１月１日時点で、
住民票がある市町村です。
　本市での申請受付は６月２日からです。
　本市から１月分の児童手当を受給した人には、５月
下旬に申請書を送付しています。詳しい申請方法など
は、申請書に同封したチラシに掲載しています。
　公務員の人は、勤務先から配布された申請書などで
手続きをお願いします。

提出期限　６月３０日（月）

　児童手当・特例給付を受けている人は、毎年６月に
「児童手当・特例給付現況届」の提出が必要です。
　６月１日前後に、現況届の用紙を送付します。必要
書類を添付して、本庁こども未来課または各支所市民
福祉課（鏡支所は健康福祉課）へ提出してください。
　この届の提出がないと、６月分以降の手当の支払い
ができませんので、ご注意ください。

6月は「児童手当・特例給付現況届」の提出月です

臨時福祉給付金（簡素な給付措置）

支給対象者

　臨時福祉給付金（簡素な給付措置）は、消費税率が
８％に引き上げられたことにより、所得の低い人が受
ける負担の影響を考慮し、支給されるものです。

　平成 26年度市町村民税（均等割）が課税されない人。
　ただし、課税される人の扶養親族や生活保護を受け
ている人などは対象となりません。

問合せ
臨時福祉給付金支給事業推進室  ☎ 31 ｰ 1077

問合せ
こども未来課　☎ 33 ｰ 8721

支給額
　１人につき１万円。
　老齢基礎年金や児童扶養手当などを受給している人
は、５千円を加算します。

申請手続
　申請先は、基準日となる平成 26 年１月１日時点で、
住民票がある市町村です。
　本市での申請受付は７月１日からです。
　支給対象となる可能性がある人には、６月下旬に申
請書を送付します。詳しい申請方法などは、申請書に
同封したチラシに掲載しています。

申請先

申請先

　臨時福祉給付金支給事業推進室
　各支所 市民福祉課（鏡支所は健康福祉課）

　こども未来課
　各支所 市民福祉課（鏡支所は健康福祉課）

（本庁１階東側）
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歯
や
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
体
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
続
け
る
た
め
に
は
元
気
な
歯
が
大
切
で
、
日
々
の
手
入
れ
が
必
要
で
す
。

歯
の
衛
生
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
お
口
環
境
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

□ 

現
在
、
自
分
の
歯
や
口
の
状
態
で
気
に
な

　

 

る
こ
と
が
あ
る
。

□ 

健
康
な
自
分
の
歯
が
何
本
あ
る
か
分
か
ら
な

□ 

自
分
の
歯
ま
た
は
入
れ
歯
で
左
右
の
奥
歯

い
。

　

 

を
し
っ
か
り
か
み
し
め
ら
れ
な
い
。

□ 

歯
を
磨
く
と
血
が
出
る
。

□ 

歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
ブ
ヨ
ブ
ヨ
す
る
。

□ 

冷
た
い
も
の
や
熱
い
も
の
が
歯
に
し
み
る
。

歯
と
口
は
健
康
の
カ
ギ

歯と口の健康週間
６月 4 ～ 10 日

問 合 せ
はつらつ健康課

☎ 32-7200

開
催
日　

 

６
月
７
日
㈯

　
　
　
　

※
開
場
時
間
は
、
各
会
場
で
異
な
り
ま

　
　
　
　
　

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

午
前
11
時
～
午
後
４
時

歯
と
口
の
健
康
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
や
つ
し
ろ
歯
の
祭
典
」。

お
口
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所・時
間・内
容

 

▼ 

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●  

歯
科
健
診
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

●  

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

●  

指
模
型
作
製

●  

表
彰
式
（
午
前
９
時
30
分
～
10
時
）

　

   

小
学
生
図
画
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

   　

 

高
齢
者
の
良
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
者

●  

歯
科
健
診
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

●  
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
（
口
臭
測
定
）

●  

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

●  

薬
の
相
談
（
薬
剤
師
）

●  

指
模
型
作
製

●  

お
や
つ
レ
シ
ピ
紹
介
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

●  

健
康
相
談
（
保
健
師
）  

※
午
後
１
時
～
３
時

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

歯やつしろ の祭典

 

▼ 

八
代
歯
科
医
師
会 

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

 （
上
野
町
）

●  

歯
科
健
診
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

●  

フ
ッ
化
物
洗
口
体
験

●  

指
模
型
作
製

 

▼ 

ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代

　

来
場
者
全
員
に
、

い
ろ
い
ろ
な
お
土
産

を
用
意
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

無
料

入
場
料

歯
の
健
康 

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
度
の
食
事
や
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
ま

し
ょ
う
。ま
た
、
偏
食
を
な
く
し
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
る

食
後
と
寝
る
前
は
、
必
ず
歯
磨
き
を
。
歯

と
歯
の
間
の
歯
こ
う
は
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け

で
は
落
と
せ
ま
せ
ん
。
フ
ロ
ス（
糸
よ
う

じ
）や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
歯
こ
う
を
除
去
す
る

定
期
健
診
で
早
期
発
見・早
期
治

療
を

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を 

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
て
は
ま
る
と
こ
ろ

は
受
診
や
相
談
を

目指せ

（ハチマルニイマル）

8020

フ
ッ
化
物
入
り
の
歯
磨
き
剤
を
使
い
ま
し

ょ
う
。

※
フ
ッ
化
物（
フ
ッ
素
）に
は
、
歯
の
質
を
強
く

　
歯
の
質
を
強
く
す
る

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

８
０
２
０
は
、「
80
歳
で
自
分
の
歯

を
20
本
以
上
保
と
う
」と
い
う
運
動

で
す
。
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、

食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
８
０
２
０
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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生い

の

ち命
を

守
る
た
め
の

備
え

　
梅
雨
入
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
が
大
原
則
で
す
。い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

防
災
マ
ッ
プ
と

　
　
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

事
前
の
備
え
が

　
　    

生い

の

ち命
を
守
る
カ
ギ

土
砂
災
害
区
域
の
指
定

　
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
県
は
市
内
の

４
７
５
カ
所
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
防
災
安
全
課
、
建
築
指
導
課
、

該
当
地
区
の
出
張
所
や
公
民
館
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

大
雨
な
ど
に
よ
り
、
土
砂
災
害
発
生

の
危
険
度
が
非
常
に
高
ま
っ
た
場
合

に
、
県
や
気
象
庁
か
ら
発
表
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
市
か
ら
の
広
報
な
ど
に
よ

り
情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
の

気
象
情
報
や
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
別
警
報

　

そ
の
地
域
に
お
い
て
、
数
十
年
に
一
度

し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況

（
大
雨
や
暴
風
な
ど
）と
な
る
恐
れ
が
大
き

い
と
き
に
気
象
庁
か
ら
発
表
。
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報

提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
既
に
と
て
も
危
険

な
状
況
で
す
の
で
、
ま
だ
何
も
行
動
を

と
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
た
だ
ち
に
命
を

守
る
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
と

　
　
避
難
経
路
の
確
認

　

地
域
の
避
難
所
や
安
全
な
避
難
経

路
を
確
認
し
、
家
族
の
集
合
場
所
や

安
否
確
認
の
方
法
も
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

梅
雨
期
や
台
風
が
接
近
し
て
い
る
時

な
ど
は
、
大
雨
・
洪
水
警
報
や
土
砂
災

害
警
戒
情
報
、
河
川
水
位
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
防
災
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
。

　

家
の
周
り
や
近
所
を
点
検
し
、
危

険
個
所
な
ど
を
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
に
「
八
代
市
民
防
災

マ
ッ
プ
」、「
八
代
市
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
、
ま
た
今
年
度
に
入

り
「
八
代
市
地
域
防
災
計
画
（
概

要
版
）」
を
各
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
の
避
難
情
報

や
避
難
所
、
基
本
的
な
行
動
、
防

災
に
関
す
る
日
頃
の
備
え
な
ど
に

つ
い
て
示
し
た
も
の
で
す
。

　

梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
入
る
前

な
ど
、
家
族
で
内
容
を
確
認
し
な

が
ら
、
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
族
み
ん
な
が
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。

□
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

□
防
災
行
政
無
線

□
市
や
気
象
庁
な
ど
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ

□
Ｅ
メ
ー
ル

（
緊
急
情
報
配
信
メ
ー
ル
な
ど
）

□
自
主
防
災
組
織
の
連
絡
網

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

市
か
ら
の
緊
急
情
報
配
信

メ
ー
ル
の
受
信
を
希
望
さ
れ
る

人
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

活用しよう

大
雨
・
洪
水
な
ど
の
警
報
や

　
　
防
災
情
報
に
注
意

家
の
周
り
や

地
域
の
危
険
個
所
の
把
握

情報の入手方法
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自主文化事業のご案内
厚生会館☎３２－３１９６　　千丁文化センター☎４６－１８８８　　鏡文化センター☎５２－１１１４

日時／8 月 6 日㈬
　　　午前9時 30分開講
会場／厚生会館
対象／県内高校演劇部員
　高校演劇部員が、舞台の仕組みや照明 ･音響の
演出効果などの基礎知識と、その実践方法などを
学ぶ講習会です。

第 28 回
高校演劇舞台技術講習会

東京シティ･フィルハーモニック管弦楽団
八代公演（指揮：中田延亮／ソリスト：石亀協子）
日時／8 月 17 日㈰　午後2時開演
会場／厚生会館
料金／S席（指定）　3,000 円
　　　A席（自由）　一般2,000円、高校生以下1,000円
　「題名のない音楽会」などで活躍する、プロ･オー
ケストラ「東京シティ ･フィルハーモニック管弦
楽団」によるクラシック公演をお楽しみください。

第 47 回
八代市中学生音楽教室

日時／10 月 20 日㈪
　　　①午前11時　②午後 2時
会場／厚生会館
対象／市内の中学3年生
　優れたオーケストラ演奏を生で鑑賞する機会を
提供し、音楽芸術への理解と関心を深めてもらう
音楽教室です。

第 41 回 八代市高校演劇大会
（熊本県高校演劇大会城南地区大会）

日時／10 月 25 日㈯～ 26 日㈰
　　　25日：午前 9時　26日：午前 9時 20分
会場／厚生会館
料金／入場無料
　熊本県城南地区の高校演劇部が、日頃の演劇活
動の成果を競い合う大会です。この大会で優秀な
3校が県大会へと進みます。

林家二楽
紙切り芸ワークショップ

日時／7 月 6 日㈰
　　　午前10時、午後 1時 30分の 2回開講
会場／千丁文化センター
料金／1,000 円
　4年ぶりの開催
となる、紙切り師・
林家二楽師匠をお
招きしての紙切り
芸ワークショップ。
※詳しくは32ペ
ージ（裏表紙）を
ご覧ください。

真夏の演劇チャレンジ！
（体験版 & 挑戦版）

日時／体験版：8 月 10 日㈰　午後1時 30分～
　　　挑戦版：8 月 23 日㈯～ 24 日㈰
　　　挑戦版は2日間とも午前 9時～午後 5時
会場／厚生会館
料金／参加無料（要申込）
　「体験版」と「挑戦版」の 2講座を開催します。
演じる楽しさを感じてみませんか。
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※日程や公演名、内容などに変更や中止が生じる場合があります。
※各公演の詳細は、実施要項が決まり次第、広報やつしろや市ホームページなどを通じてお知らせします。
※各会場とも、駐車場の収容台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関でご来場ください。

サンリオファミリークラシック
「リボンの国の音楽会」

日時／12 月 21 日㈰
　　　時間未定（2公演実施予定）
会場／千丁文化センター
料金／全席指定　大人2,000円　高校生以下1,000円
　みんなの人気者ハローキティと一流の音楽家が集う、
子どもから大人まで楽しめるクラシックコンサート。

第 15 回
かがみふるさと音楽祭

日時／平成 27 年 2 月 22 日㈰
　　　午後1時 30分開演
会場／鏡文化センター
料金／全席自由　一般500円　高校生以下無料
　地元の実演家・実演団体による音楽の祭典。ゲ
ストを招いて、楽しいステージを繰り広げます。
ぜひご来場ください。

平成 26 年度
宝くじ  おしゃべり音楽館

日時／平成 27 年 3 月 7 日㈯
　　　時間未定
会場／厚生会館
料金／未定
　小原孝、島田歌穂、清水ミチコによる楽しいトー
クを交えての、心温まるミュージックステージを
お楽しみください。

厚生会館
ホワイエコンサート

日時／随時開催
　　　時間未定
会場／厚生会館
料金／入場無料
　市役所ロビーライブからお引っ越し。ホワイエを利
用したコンサート企画。地元実演家の皆さんによる心
温まるコンサートをお届けします。（出演者募集中）

ホワイエライブ「en」

日時／秋～冬　2 回開催
　　　夕刻実施予定
会場／千丁文化センター
料金／入場無料
　パトリア千丁の名物企画。ホワイエを利用した
開放的で身近なライブステージ。音楽やダンスな
ど、さまざまなジャンルの舞台芸術を披露します。

開館 15 周年記念事業
森山良子コンサート

日時／11 月 29 日㈯
　　　時間未定
会場／鏡文化センター
料金／未定
　「さとうきび畑」「涙そうそう」
など、数々のヒットソングを持つ
人気歌手・森山良子による、10年
ぶりとなる鏡文化センターでのオ
ンステージ。
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市では、平成 23 年度から「地域で考え、地域で行動するまちづくり」のもと、地域独自のまちづくりに取り
組む組織となる「地域協議会」の設立を推進してきましたが、このたび市内 21 地域すべてで設立されました。

運営３年目となる地域協議会では、趣向を凝らした、地域に見合った新たな事業がすでに展開されています。

　
　

   

こ
ん
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
こ
れ
か
ら
の
市
の
取
組
み
と
し
て
は
、
市
内

全
域
に
設
立
さ
れ
た
「
地
域
協
議
会
」
へ
の
さ

ら
な
る
支
援
の
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

協
議
会
運
営
や
人
材
育
成
に
関
す
る
研
修
会
な

ど
の
開
催
に
加
え
て
、
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
さ
ら
な
る
周
知
・
啓
発
の
た
め
の
出

前
講
座
や
市
民
に
向
け
た
講
演
会
な
ど
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
各
地
域
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
市
で
は

「
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
、
地
域
間
交
流
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
各
協
議
会
に
お
け
る
課
題

解
決
方
法
や
新
し
い
取
組
み
を
お
互
い
に
習
得

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
機
会
と
な
る
よ
う
、
随
時
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
　

★
お
知
ら
せ

今
月
号
の
15
ペ
ー
ジ
に
は
、
千
丁
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
８
回
に
わ
た
り「
宮
地
東
・

八
代
・
太
田
郷
・
八
千
把
・
龍
峯
・
昭
和
・

植
柳
・
日
奈
久
」
地
域
の
協
議
会
情
報
を
掲

載
予
定
で
す
。

◆地域協議会の設立状況◆
【Ｈ２４年】　5 地域
【Ｈ２５年】　9 地域
【Ｈ２６年】
　⑮ 泉まちづくり協議会（3 月 8 日）
　⑯ 坂本住民自治協議会（4 月 11 日）
　⑰ 郡築汐風まちづくり協議会（4 月 14 日）
　⑱ 高田まちづくり協議会（4 月 24 日）
　⑲ 鏡まちづくり協議会（4 月 27 日）
　⑳ まちづくり地域協議会みやじ（4 月 27 日）
　㉑ 松高自治協議会（4 月 29 日）

 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

 

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

②
二
見
住
民
自
治
協
議
会

【
ふ
た
み
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
】

①
東
陽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

【
東
陽
地
域
マ
ッ
プ
作
成
事
業
】

③
麦
島
住
民
自
治
協
議
会

【
公
民
館
周
辺
花
壇
づ
く
り
事
業
】

 あなたの地域でも

住民自治によるまちづくり
                                                 　　が始まっています 

～  まちづくりに参加して、地元の魅力を肌で感じてみませんか  ～

子どもたちの郷土学習や東陽地域内外  
  へのＰＲに活用されます

地元の子どもたちとの共演も実現
婦人会・民自協・八の字町内・古城２町内
 ・花愛好会の５団体が活動中

　
区
長
会
が
中

心
と
な
り
、
地

域
情
報
を
ふ
ん

だ
ん
に
盛
り
込

ん
だ
「
ま
ち
歩

き
散
策
マ
ッ

プ
」
を
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
地
元
活
性
化

事
業
と
し
て
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト

と
地
元
食
材
を

使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
の
お
も
て
な

し
の
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
域
の
活
動

拠
点
施
設
で
あ

る
公
民
館
を
利

用
さ
れ
る
皆
さ

ん
を
お
も
て
な

し
す
る
想
い
か

ら
、
美
化
活
動

に
取
組
ま
れ
ま

し
た
。

詳細は、25 年 6 月号に掲載

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

）



（注）：「試験区分」欄の大卒程度とは、試験問題の内容が大学卒業程度であることを示すものです。
※各職種の受験資格、試験内容など詳細については、「試験案内」で確認してください。
※第1次試験日が異なる場合であっても、併願はできません。
 平成 26 年度の変更点

　◆資格加点の対象資格・範囲の拡充
　　①　これまでの対象資格として設けていた「語学（英語、中国語、韓国語・朝鮮語）」に、「文化芸術・スポーツ」を
　　　　新たに追加します。（昨年度まで実施していた「事務職（文化芸術・スポーツ枠）」の採用を見直し、資格加点へ移行）
　　②　これまで事務職に限定していた資格加点の対象範囲を、全職種を対象とします。なお、複数の資格を有する場合
　　　　でも、加点は10点とします。
※後期日程（高卒程度など）については、広報やつしろ7月 1日号と八代市のホームページでお知らせします。

 
 平成 26 年度
　　八 代 市 職 員 募 集

人
事
課 

宛

《前期日程》

≪試験案内・申込書≫
　《来所による入手》
　試験案内・申込書は、本庁総合案内所（1階）、人事課（２階）、および
各支所総務振興課、各出張所で配布します。配布日時は、祝日を除
く月曜日から金曜日までの午前8時30分から午後5時15分までです。

　《インターネットによる入手》
　試験案内・申込書は、市のホームページから
　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/
　《郵送による請求》
　左図の要領で請求してください。

≪申込み・問合せ≫
　〒866-8601　八代市松江城町1-25
　八代市役所総務部人事課　☎33-4102（直通）
　※申込みは、各支所総務振興課でも受付けます。

予算採 用

試験 
区分 職　　種 採用予定 年　齢　要　件

大 
卒 
程 
度 
（注）

事務職 ６人程度 昭和59年4月2日 ～ 平成5年4月1日

技術職

土　木 ２人程度

昭和59年4月2日 ～ 平成7年4月1日
建　築 ２人程度
電　気 ２人程度
林　業 １人程度
化　学 １人程度

免許資格職 学芸員 
（考古学） １人程度 昭和59年4月2日 ～ 平成5年4月1日

第１次 
試験日

事務職
6 月 22日㈰

林業（技術職）
上記以外の職種 7 月 27日㈰

試験案内申込書 配　布　中

申込受付期間 6月6日㈮　まで
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八
代
市
成
人
式 

日
程
・

　
実
行
委
員
募
集

■
平
成
27
年 

八
代
市
成
人
式

と
　
き　

27
年
１
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時　

受
付
：
午
後
１
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ー
ル

対
　
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
７
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

■
実
行
委
員
募
集

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集

対
　
象　

八
代
市
に
現
住
所
を
お
く
、
新
成
人
と
ア

イ
デ
ア
や
や
る
気
の
あ
る
20
歳
代
の
人

定
　
員　

10
人
程
度

申
込
み　

６
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
、
電
話
か
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
題
名
は
「
成
人
式

実
行
委
員
申
込
み
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０　

鏡

公
民
館
☎
52
１
１
１
４ 
G
　syogai@

city.
yatsushiro.lg.jp

市
政
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
に

市
民
と
市
長
が
懇
談
す
る
「
市
民
と
市
長
と
の
テ

ー
マ
ト
ー
ク（
懇
談
会
）」の
開
催
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
や
グ
ル
ー

プ
（
各
種
団
体
、
自
治
会
、
企
業
、
学
校
の
サ

ー
ク
ル
な
ど
）
で
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る

団
体
や
暴
力
団
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
団
体
な

ど
は
除
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
で
は
な

く
、広
く
市
民
生
活
に
関
す
る
事
柄
の
中
か
ら
、

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
団
体
な
ど
で
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
人
数　

原
則
と
し
て
10
人
か
ら
30
人
ま
で

■
開
催
月　

７
月
、
８
月
、
10
月
（
前
期
）

■
開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
で
、
時
間
は
90
分
以
内

■
開
催
場
所　

申
込
団
体
な
ど
が
設
定
さ
れ
た
場

所
（
市
内
に
限
る
）
で
行
い
ま
す
。
減
免
制
度

の
あ
る
公
共
施
設
以
外
で
会
場
使
用
料
な
ど
を

要
す
る
場
合
は
、
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
方
法　

１　

会
場
の
手
配
や
準
備
は
、
主
に
申
込
団
体
な

ど
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　

市
長
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
職
員
が

　
　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
　

６
月
１
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

で
き
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
人
や
満
20
歳
に
な
っ
た
人
、
海
外

在
住
者
で
在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け
た
人
の
名

前
が
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

登
録
資
格
要
件　

日
本
国
民
で
平
成
６
年
６
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
に
26
年
３
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
の
登
録

を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

②
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ
在
外
選

挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、
在
外
選
挙
人
証

の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間　

６
月
３
日
㈫
～
７
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
千
丁
支
所
２
階
）

☎
30
１
６
６
３

　
　
統
計
調
査
の
登
録
調
査
員

　
を
募
集
し
ま
す

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
調
査
実
施
の
際
に
統
計
調

査
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容　

世
帯
や
事
業
所
へ
の
調
査
票
配
布
・
回

収
や
調
査
票
の
点
検
な
ど

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
20
歳
～
74
歳
で
調
査
活

動
の
で
き
る
健
康
な
人
②
調
査
で
知
り
得
た
こ
と

な
ど
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人
③
警
察
・
選
挙
・

税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
人

報
　
酬　

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す

申
込
み　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

同
席
し
ま
す
。

３　

懇
談
会
の
内
容
は
、
団
体
な
ど
の
代
表
者
か

ら
の
趣
旨
説
明
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
市
長
説

明
、市
民
と
市
長
と
の
懇
談
を
基
本
と
し
ま
す
。

４　

質
疑
や
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
、
一
方
的

な
要
求
や
苦
情
な
ど
は
話
題
と
し
ま
せ
ん
。

■
開
催
申
込　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
（
第
１

～
第
３
希
望
）、
開
催
場
所
な
ど
を
申
込
書
に

記
入
し
、
広
報
広
聴
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
（
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
）。
会
則

や
規
約
が
あ
る
場
合
は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
広
聴
課

（
本
庁
２
階
）、
各
支
所
総
務
振
興
課
・
出
張
所
・

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
同
一
団
体
な
ど

の
開
催
申
込
は
、
１
年
に
つ
き
１
回
で
す
。

■
申
込
期
限　

６
月
20
日
㈮

■
開
催
決
定　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
な
ど
を

確
認
し
、
開
催
可
否
の
決
定
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
決
定
後
、
緊
急
の
事
情

が
生
じ
た
場
合
に
は
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
公
表　

開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
概
要
は
、

広
報
や
つ
し
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

問
合
せ　

広
報
広
聴
課
☎
33
４
１
０
１

　
　
や
つ
し
ろ
緑
の
カ
ー
テ
ン

　
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

対
　
象　

市
内
居
住
の
個
人
で
、一
般
住
宅
な
ど
に
、

つ
る
性
植
物
を
使
っ
て
、
平
成
26
年
度
に
設
置
さ

れ
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

応
募
方
法　

９
月
26
日
㈮
必
着
で
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
３
枚
を
添
え
て
、
市
環

境
課
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
応
募
要
領
や
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、市
役
所
、支
所
、公
民
館
、市
内
一
部
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
中
。
参
加
賞
も
あ
り
。

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

　
国
民
年
金
の
手
続
き
は

　
お
済
み
で
す
か
？

　

就
職
や
退
職
な
ど
人
生
の
節
目
に
は
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

募
集
　
市
民
と
市
長
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
未
納
期
間
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
、
将
来
、
老
齢
年
金
の
額
が
減
っ
た
り
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５
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田
中
町
宅
地
分
譲

　
い
よ
い
よ
残
り
１
区
画

物
件
箇
所　

八
代
市
田
中
町
地
内
（
八
千
把
校
区
）

番
　
号　

２
‐
４
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

土
地
面
積　

３
５
８
・
49
㎡
（
約
１
０
８
坪
）

価
　
格　

１
０
０
８
万
４
０
０
０
円

用
途
区
域　

第
２
種
中
高
層
専
用
住
宅
地

　
（
建
ぺ
い
率
60
％
、
容
積
率
２
０
０
％
）

※
市
営
上
下
水
道
・
都
市
ガ
ス
完
備

問
合
せ　

区
画
整
理
課
☎
33
４
１
２
４
、
田
中
町
土

地
区
画
整
理
組
合　

福
島
☎
33
３
４
４
６

 

千
丁
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

活
動
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
…

　

手
探
り
の
状
態
か
ら
出
発
し
て
、
よ
う
や
く
地

に
足
が
着
い
た
か
ど
う
か
の
時
期
に
あ
り
ま
す

が
、
一
年
間
、
４
部
会
の
連
携
と
各
種
団
体
の
協

力
も
あ
り
、
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行
で
き
ま
し

た
。
青
少
年
育
成
部
会
が
取
り
組
ん
だ
「
高
齢
者

交
通
安
全
教
室
」
や
世
代
間
の
交
流
と
伝
統
文
化

を
伝
承
す
る「
モ
グ
ラ
打
ち
の『
ツ
ト
作
り
』」は
、

昨
年
度
の
活
動
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
協
議
会
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
の
行
事
や
広

報
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  
地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

平
成
26
年
度
の
協
議
会
目
標
は
…

　

地
域
の
魅
力
再
発
見
と
健
康
づ
く
り
を
兼

ね
、
４
月
６
日
に
「
町
内
史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
校
区
に
は
10

ヵ
所
以
上
の
文
化
財
や
史
跡
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ル
ー
ト
確
認
や
散
策
マ
ッ
プ
の
作
成
、
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
、
役
員
み
ん
な
で
取
り
組
み
、

約
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー

ル
地
点
で
は
婦
人
会
手
作
り
の
「
ぜ
ん
ざ
い
」

が
振
る
舞
わ
れ
、
暖
か
な
お
も
て
な
し
に
自
然

と
和
や
か
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
今
年
度
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
催
物
を
開
催

し
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
世
代
間
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
千
丁
校
区
に
新
た
な
活
力
が
生

ま
れ
て
く
る
よ
う
工
夫
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
校
区
の
人
た
ち
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
き
取
り
、
組
織
の
連
帯
意
識
を
密
に
す
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
…

　

千
丁
町
の
魅
力
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
千
丁
校
区
で
は
人

口
も
増
え
始
め
、
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
新
た
に
校
区
民
に
な
ら
れ
た
人
た
ち
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
史
跡
め
ぐ
り
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
の
催
物
を
通
し
、
先
人
た

ち
の
恩
恵
に
鑑
み
、
郷
土
愛
を
再
認
識
し
て
栄

え
る
千
丁
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千丁校区
まちづくり協議会 

吉井 一利 会長

▶
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
　
　   

▶
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

平
成
25
年
４
月
14
日
　
設
立

　
　
平
成
　
年
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
に
つ
い
て
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
本
人
の

請
求
に
基
づ
き
市
が
保
有
す
る
自
己
に
関
す
る
個
人

情
報
の
開
示
・
訂
正
・
消
去
・
利
用
等
中
止
な
ど
が

行
え
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
、
八
代
市
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
開
示
請
求
の
件
数
と
処
理
状
況

　

全
部
開
示
…
０
件　

部
分
開
示
…
４
件

　

不
開
示
（
不
存
在
）
…
４
件

▼
訂
正
請
求
、
消
去
請
求
、
利
用
等
中
止
請
求
の
件

数
と
処
理
状
況
…
請
求
な
し

▼
不
服
申
立
て
の
件
数
と
処
理
状
況
…
申
立
て
な
し

問
合
せ　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
０
０

　
　
平
成
　
年
度

　
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
基

づ
き
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
の
閲
覧
や

写
し
の
交
付
を
行
う
制
度
で
、
八
代
市
情
報
公
開
条

25 25

　
地
域
福
祉
事
業
へ
の
寄
附
金

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
25
年
度
に「
八
代
の
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
」

と
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

八
代
弘
済
会
、
メ
ル
シ
ャ
ン
八
代
工
場
、
日
本
製
紙

労
働
組
合
八
代
支
部
、
海
士
江
第
一
町
内
自
治
会

　

寄
附
金
は
、
市
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
設
置
は
お
済
み
で
す
か

　

八
代
広
域
消
防
本
部
管
内
で
も
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
た
た
め
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た

事
例
が
過
去
３
年
間
で
８
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
設
置
後
は
き
ち
ん
と
作
動
す
る
か
の
点
検
や
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
悪
質
な
訪
問
販
売

に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
☎
32
９
２
２
７
、
最
寄

り
の
消
防
署

　
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

　（
消
防
職
員
）
採
用
試
験

　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、「
消
防
職
員
」

採
用
の
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容

は
７
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課
☎
33
６
３
１
９

例
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
公
開
請
求
の
件
数
と
処
理
状
況

　

全
部
公
開
…
23
件　

部
分
公
開
…
40
件

　

非
公
開
（
不
存
在
）
…
１
件　

取
下
げ
…
２
件

▼
不
服
申
立
て
の
件
数
と
処
理
状
況
…
申
立
て
な
し

問
合
せ　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
０
０



　　

市民課・こども未来課
国保ねんきん課19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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6月市民カレンダー

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　6月12日㈭        9:00 ～ 12:00
　　　6月23日㈪      13:30 ～ 16:30 
　　  要予約：八代保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

火 災 情 報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（4月末日現在）
　火　災　　　   １２件
　救　急　２， ０８７件    

4月末日現在
人　口　 131,832 人
　男　　　61,387 人
　女　　　70,445 人
世帯数  　 54,087 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

納 税 情 報
     ● 今月の納税　  納期限　6 月 30 日㈪

国民健康保険税 3 期 ／ 市県民税 1 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　
※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

休日在宅当番医

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
＜於：八代保健センター＞

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　
母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

個別健康相談（要予約）
 育児 : 午前、成人 : 午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

　　
無料、匿名でエイズ検査

（HIV 抗体検査）が受けら
れます。
八代保健所 ☎33-3229

6 月 1 ～ 7 日は
HIV 検査普及週間

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査
　　

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査
　　

※休日在宅医は、変更になる場合があります。受診の際は、
　事前にテレホンサービスで確認し、当番医に連絡をお願
　いします。

　八代市医師会☎34-7001  八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

◇4 ヵ月児健診（八代保）
   H26.1/14～1/24生

◇7ヵ月児健診（八代保）
   H25.10/4～10/17生

◇7ヵ月児健診（八代保）
   H25.10/18～11/1生

◇7 ヵ月児健診（八代保）
   H25.11/2～11/13生

◆3歳児健診（鏡保）
   H22.12/1～H23.1/10生

◇3 歳児健診（八代保）
    H22.12/15～12/24生

◇3 歳児健診（八代保）
   H22.12/25～H23.1/5生

◇ 3 歳児健診（八代保）
     H23.1/6～1/17生

◇2歳児歯科健診（八代保）
   H24.2/23～3/11生

◇ 4 ヵ月児健診（八代保）
　H26.1/25 ～ 2/4 生

◇4 ヵ月児健診（八代保）
　H26.2/5 ～ 2/20 生

◆4 ヵ月児健診（鏡保）
　H26.1/15～2/13生
□献　血
国交省八代河川国道事務所
　10:00 ～ 12:00
ゆめマート八代店
　13:30 ～ 16:00

◇1歳6ヶ月児健診 （八代保）
　   H24.11/6～11/19生

◇1歳6ヶ月児健診 （八代保）
　 H24.10/13～10/22生

◇1歳6ヶ月児健診（八代保）
　 H24.10/23～11/5生

◆7 ヵ月児健診（鏡保セ） 
　 H25.10/11 ～ 11/23 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者
   （要予約：八代保☎32-7200）

ごみの出し方に注意

6月10・27日      14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

 《問合せ先》ごみ対策課（清掃センター内）☎32-4675  
 または各支所市民環境係 ／クリーンセンター☎62-3304

日 病院名 町名 電話番号

1
日

磧本胃腸科外科医院 松 江 町 33-0321

ありの内科呼吸器科 （小児も可） 萩原町 1 32-5941
平　成　病　院 大 村 町 32-8171
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860
高　橋　医　院 坂 本 町 45-2323

8
日

土谷外科胃腸科医院 迎 町 1 34-1688
くわはら小児科 植柳上町 32-5000
小 沢 内 科 医 院 田中北町 35-5382
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

15
日

後藤胃腸科肛門科クリニック 迎 町 2 33-2661
た ま り 小 児 科 田中北町 35-2141
たかの呼吸器科内科クリニック 松 崎 町 32-2720
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

22
日

田 渕 整 形 外 科 医 院 高下西町 32-4897
松岡内科クリニック （小児も可） 通　町 33-2766
髙 田 胃 腸 内 科・内 科 大 村 町 37-7200
島 田 産 婦 人 科 医 院 鏡　町 52-0153
宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

29
日

伊 達 整 形 外 科 医 院 日奈久塩北町 38-3700
久原内科消化器科クリニック 植柳元町 32-2218
まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
ひ か わ 医 院 氷 川 町 62-8139

診療時間 9:00 ～ 17:00
各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

◎環境課が配布した「黄色のボランティア清掃活動専用袋」で出された
　家庭ごみは収集しません。
◎ 1 週間に 70kg 以上のごみ（事業系一般廃棄物）を排出する事業所は、
　収集許可業者に委託するか市清掃センターやクリーンセンターに直接
　搬入してください。

●  やつしろ歯の祭典
　10:00 ～ 15:00
    やつしろハーモニーホール
　 八代歯科医師会
　 口腔保健センター
　 11:00 ～ 16:00
    ゆめタウン八代

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後6月～90月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20
歳未満の人は、特例措置の対象となります。詳しく
は市ホームページをご覧ください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後12月～24月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。詳しくは市
ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

生後 2 ヵ月になったらワクチンデビュー
　早期に免疫をつけておく必要があるヒブや小児
の肺炎球菌などの予防接種は、生後 2 ヵ月になっ
たら早めに受けましょう。
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農
業
機
械
・
農
作
業
安
全
講
習
な
ど

　

そ
の
他
に
、
視
察
研
修
、
就
農
支
援
・
農
業
者
年

金
制
度
な
ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
分
野
の
講
座

を
予
定
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
込
み　

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
８
１
５

水
道
週
間
　
６
月
１
日
～
７
日

お
い
し
い
な  
だ
い
じ
な
お
水  

ご
く
ご
く
り

水
道
週
間
と
は

　

水
道
週
間
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
様
々

な
社
会
活
動
を
支
え
る
水
道
に
つ
い
て
、
国
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に
資
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

八
代
市
給
水
区
域
内
普
及
率
は
57
％

　

八
代
市
水
道
事
業
の
平
成
24
年
度
末
の
給
水
区

域
内
普
及
率
は
57
％
で
す
。
水
道
水
の
安
定
供
給

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
豊
富
で
清
浄
な
地
下
水
を

有
す
る
八
代
平
野
で
は
、
未
だ
給
水
区
域
内
の
４

割
以
上
の
人
が
自
家
用
井
戸
を
お
使
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
安
全
に

　

市
上
水
道
の
水
源
は
す
べ
て
地
下
水
で
す
。
市

内
５
ヵ
所
の
水
源
地
の
井
戸
か
ら
地
下
水
を
く
み

上
げ
、消
毒
し
て
送
っ
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
、

毎
年
「
水
道
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
、「
水

源
か
ら
蛇
口
ま
で
安
全
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
水
質

検
査
を
定
期
的
に
行
い
、
水
質
管
理
に
万
全
を
期

し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
水
質
基
準
項
目
の
す

べ
て
を
ク
リ
ア
す
る
安
全
で
お
い
し
い
水
で
す
。

地
下
水
は
貴
重
な
資
源

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
水
は
生
活
や
産

業
の
基
盤
で
す
。
特
に
地
下
水
は
み
ん
な
で
守
り

使
う
地
域
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資
源
で

す
。
水
道
事
業
で
は
毎
年
配
水
管
・
給
水
管
の
漏

水
調
査
を
計
画
的
に
行
い
、
漏
水
の
早
期
発
見
・

早
期
修
理
を
行

う
こ
と
に
よ
っ

て
貴
重
な
資
源

の
有
効
利
用
に

努
め
て
い
ま

す
。

　
農
業
後
継
者
に

　
研
修
費
用
な
ど
を
助
成

　

市
で
は
、
農
業
後
継
者
を
育
成
し
、
本
市
農
業
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、「
八
代
市
農
業
後
継
者
育
成

支
援
事
業
補
助
金
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
農
業
後
継
者
に
、
農
業
経
営
に
必
要
な
研

修
や
新
た
な
作
物
を
導
入
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修

を
通
じ
て
、
農
業
の
発
展
に
役
立
て
て
も
ら
う
も
の

で
す
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
農
業
後
継
者

補
助
対
象
経
費　

往
復
旅
費
、
宿
泊
費
、
受
講
料
な

ど
（
他
の
補
助
金
や
助
成
金
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
）

申
請
期
間　

随
時
（
事
前
に
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
、
限
度

額
２
万
円
（
予
算
の
範
囲
内
）

申
込
み　

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
８
１
５
に
申

請
書
を
直
接
提
出

　
八
代
市
農
業
技
術
者
養
成
講
座

　

市
で
は
、
就
農
後
３
年
程
度
ま
で
の
農
業
者
を
対

象
に
、
農
業
経
営
に
関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得
を

通
し
、将
来
の
農
業
経
営
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

農
業
技
術
者
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

受
講
期
間　

７
月
～
27
年
２
月
の
全
10
回
程
度

定
　
員　

20
人
程
度

内
　
容
　
土
壌
肥
料
、
病
害
虫
、
環
境
保
全
型
農
業
、

　
畳
の
張
り
替
え
に
助
成

　
八
代
市
畳
表
張
り
替
え
促
進
事
業

割
引
券
（
助
成
券
）
の
受
付
を
行
い
ま
す

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
タ
グ
が
あ
る
八
代
市
産
の
畳
表

を
使
用
し
、
畳
を
新
調
・
張
替
し
た
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

期
　
間　

６
月
２
日
㈪
～
27
年
３
月
31
日
㈫

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
終
了

対
象
者　

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
自
ら
が
居
住
す

る
家
屋
の
畳
表
の
張
り
替
え
を
行
う
人

対
象
品　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
タ
グ
が
１
畳
に
１
枚
付

い
て
い
る
商
品

　

※
畳
表
の
持
ち
込
み
に
よ
る
施
工
は
、
補
助
対
象

外
で
す
。

対
象
畳
店　

市
の
小
規
模
工
事
業
者
と
し
て
登
録
が

あ
る
畳
店

助
成
額　

畳
表
１
枚
あ
た
り
１
千
円

　

※
上
限
１
万
６
０
０
０
円
（
１
世
帯
当
た
り
）

申
込
み　

張
替
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
割
引

券
を
農
業
生
産
流
通
課
☎
33
８
７
５
１
で
受
け
取

り
、
畳
店
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
各
支
所
で
割
引

券
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
農
業
生
産

流
通
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
堤
防
刈
草
を
配
布
し
ま
す

　
現
地
引
取
り
の
人
を
優
先

対
　
象　

八
代
市
・
氷
川
町
に
住
所
の
あ
る
個
人
・

企
業

配
布
期
間　

６
月
～
10
月

申
込
み　

６
月
13
日
㈮
ま
で
、
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
使
用
目
的
（
堆

肥
・
飼
料
な
ど
）、
希
望
数
量
（
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　

水
道
事
業
で
は
、
上
水
道
未
整
備
地
区
に
新
し

く
水
道
管
を
埋
設
し
た
り
、
古
く
な
っ
た
施
設
な

ど
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
幹
線
配
水
管

の
2
系
統
化
や
老
朽
化
し
た
配
水
管
・
給
水
管
の

更
新
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
地
震
な
ど
の
災
害
に

強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

必
要
経
費
は
水
道
料
金
で
ま
か
な
い
ま
す

　

水
を
送
る
た
め
に
必
要
な
電
気
代
、
薬
品
代
、

職
員
の
人
件
費
な
ど
の
必
要
経
費
は
、
全
て
利
用

者
か
ら
頂
い
て
い
る
水
道
料
金
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。水
道
局
で
は
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
行
い
、

安
価
な
水
道
料
金
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
徴

収
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
料
金
の
お
支
払
い
は
便

利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

非
常
時
に
は
や
っ
ぱ
り
水
道

　

台
風
な
ど
で
停
電
し
た
場
合
、
自
家
用
井
戸
は

使
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
上
水
道
は
、
各
配
水
施

設
に
非
常
用
の
自
家
発
電
装
置
を
備
え
て
い
る
た

め
、
断
水
す
る
こ
と
な
く
供
給
で
き
ま
す
。

　

上
水
道
の
使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
水
道
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
局
☎
32
７
１
９
４

▲八代配水池（古麓町）



19 Yatsushiro 2014.6

　
社
員
の
研
修
費
用
を
助
成

　
産
業
活
性
化
人
材
育
成
支
援
事
業

対
　
象　

技
術
向
上
、
研
究
開
発
、
経
営
に
つ
い
て
、

人
材
育
成
の
必
要
性
が
あ
る
従
業
員
に
研
修
を
受

講
さ
せ
る
、
八
代
市
内
の
次
の
企
業

　
（
ア
）
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
の
中
小

企
業

　
（
イ
）
製
造
業
の
中
小
企
業

　
（
ウ
）
飼
料
・
有
機
質
肥
料
製
造
業
、
パ
ル
プ
・
紙
・

紙
加
工
品
製
造
業
、
運
輸
業
、
卸
売
業
の
企
業

　
市
営
住
宅 

補
充
入
居
者
募
集

　
　

平
成
26
年
度
中
に
市
営
住
宅
に
空
室
が
生
じ
た
場

合
の
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
で
き
る

順
位
は
、
公
開
抽
選
（
７
月
13
日
㈰
・
市
役
所
５
階

大
会
議
室
Ａ
）に
よ
り
入
居
で
き
る
順
番
を
決
定
し
、

空
室
が
生
じ
る
毎
に
入
居
案
内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
25
年
度
中
に
入
居
を
申
し
込
ん
だ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
入
居
で
き
な
か
っ
た
人
で
、
26
年
度
も

入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
込
み
が
必
要
で

す
。

　

市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
人
は
、
収
入
な
ど
の
要

件
が
法
令
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
６
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮（
土
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

必
ず
本
人

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

募
集

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

６
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

市
東
陽
定
住
セ
ン
タ
ー

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
費
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
寿
の
里
☎
53
２
６
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
無
料
土
壌
分
析

　　

原
油
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
、
肥
料
価
格
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
農
業
経
営
者
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
無
料
で
土
壌
分
析
を
行
い
ま
す
。
分
析
結
果
を

も
と
に
し
た
適
正
な
肥
培
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
肥
料
コ
ス
ト
を
抑
え
る
と
と
も
に
農
作
物
の
安

定
生
産
と
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検

体
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
農
業
経
営
者

実
施
期
間　

27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

持
込
先　

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
８
１
５

　
耐
震
診
断
費
と
耐
震
改
修
費
の

　
一
部
を
助
成

　

市
で
は
、
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
耐
震
診
断
費
（
精
密
診
断
）
と
耐
震
改
修
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
名　

八
代
市
民
間
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業

対
　
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
戸

建
木
造
住
宅
、緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物（
そ

の
他
条
件
有
り
）

予
定
戸
数　
【
耐
震
診
断
】　

戸
建
木
造
住
宅
10
戸
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
１
棟
※
耐
震
改
修
促

進
法
に
基
づ
く
耐
震
診
断
義
務
化
建
築
物
を
除
く

【
耐
震
改
修
】　

戸
建
木
造
住
宅　

２
戸

受
　
付　

６
月
２
日
㈪
～
12
月
26
日
㈮
（
先
着
順
）

問
合
せ　

建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

　
　
経
営
者
保
証
に
関
す
る

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の
経
営
者
の
個
人
保
証

な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が

破
綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
先　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
九
州
本
部

　

☎
０
９
２
（
２
６
３
）
０
３
０
０

約
10
台
分
な
ど
）
を
明
記
し
、
国
土
交
通
省
八

代
河
川
国
道
事
務
所
八
代
出
張
所
〒
８
６
６
‐

０
０
５
１
麦
島
東
町
１
‐
２　

☎
32
４
８
９
２　

D
　

32
４
２
０
６
へ

か
代
理
人
が
、
申
込
書
と
必
要
書
類
を
揃
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
な
ど
は
不
可

そ
の
他　

申
込
用
紙
・
募
集
要
領
は
、
市
役
所
４
階

建
築
住
宅
課
・
各
支
所
建
設
事
務
所
で
配
布
し
ま

す
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。
入
居
を
募
集
す
る
市
営
住
宅
は
募
集

要
領
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２
、
坂
本
建

設
事
務
所
☎
45
２
２
９
０
、千
丁
建
設
事
務
所
☎

46
１
１
０
４
、
鏡
建
設
事
務
所
☎
52
７
８
２
０
、

東
陽
建
設
事
務
所
☎
65
２
１
１
１
、
泉
建
設
事
務

所
☎
67
２
１
１
５

　
高
速
道
路
へ
倒
れ
込
み
そ
う
な

　
竹
な
ど
は
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

　

最
近
、強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
の
土
地
か
ら
、

道
路
上
に
竹
な
ど
が
倒
れ
込
ん
で
、
自
動
車
に
衝
突

す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど
を
所
有
し
、
高
速
道
路

へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ
る
場
合
は
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
む
可
能

性
が
あ
る
場
合
、
や
む
な
く
高
速
道
路
を
管
理
す
る

西
日
本
高
速
道
路
で
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
高
速
道
路
事
務
所
☎
39
０
７
１
１

　
（
エ
）
新
規
雇
用
者
へ
の
研
修
実
施
企
業

対
象
経
費　

受
講
者
の
①
交
通
費　

②
受
講
料　

③

講
師
を
招
い
て
行
う
研
修
の
経
費
を
助
成

補
助
率
・
補
助
限
度
額

　
（
ア
）の
業
種　

補
助
率
１
／
３　

限
度
額
３
万
円

／
人　

８
万
円
／
企
業
（
別
途
講
師
招
聘
５
万

円
）

　
（
イ
）（
ウ
）の
業
種　

補
助
率
１
／
２　

限
度
額

５
万
円
／
人　

15
万
円
／
企
業
（
別
途
講
師
招

聘
８
万
円
）

　
（
エ
）
の
業
種　

補
助
率
１
／
２　

限
度
額
５
万

円
／
人　

補
助
限
度
額
は
（
ア
）
～
（
ウ
）
の

業
種
に
よ
る

補
助
の
対
象
と
な
る
研
修

○
業
務
に
関
連
す
る
知
識
や
技
術
の
向
上
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

○
業
務
に
関
連
す
る
資
格
・
免
許
取
得
に
係
る
講
習

○
企
業
価
値
を
高
め
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
に
関
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

○
講
師
を
招
い
て
行
う
研
修　

な
ど

手
続
き　

研
修
な
ど
の
受
講
１
週
間
前
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
研
修
終
了
後
、
必
要
書
類
を
提
出

し
、
補
助
金
交
付
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
振
興
課
☎
33
８
５
１
３
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行
ぎょうせい

政書
し ょ し

士による入
にゅうかん

管問
もんだい

題無
むりょう

料相
そうだんかい

談会
 と　き　6月

がつ

25日
にち

（水
すい

）　午
ご ご

後1時
じ

30分
ぷん

～ 3時
じ

30分
ぷん

 ところ　市
しみん

民相
そうだんしつ

談室（市
し

役
やくしょ

所 本
ほんちょう

庁 舎
しゃ

1 階
かい

）

 内
ない

　容
よう

　家
かぞく

族の招
しょうへい

聘、国
こくさい

際結
けっこん

婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　　　　 外
がいこくじん

国人の雇
こよう

用・会
かいしゃ

社設
せつりつ

立など

 問
といあわ　

合せ　秘
ひ し ょ か

書課 秘
ひしょ

書・国
こくさい

際 交
こうりゅうかかり

流 係 　☎34-1090

行政书士提供有关入管问题的免费咨询
 时 间：6月25日（星期三）  下午1点30分～下午3点30分

 地 点：市民咨询室（市政府总厅1楼 )

 内 容：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，

　　　　加入日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

 问 询：秘书课秘书・国际交流系

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer 
Free Consultations 

On Immigration, Residency and Nationality
 Office hours: June 25th(Wednesday) 1:30 PM to 3:30 

PM 
 Location:      Citizen’s Consultation Room (on the first 

floor of City Hall)
 The contents: inviting families to visit Japan, 

international marriage, permanent 
resident permit, naturalization (kika), 
foreigner's employment, establishing a 
company in Japan by a foreigner etc.

 Inquiries:      Secretary & International Exchanges 
Section in the Secretarial Division

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
そ
の
け
ん
引
役
と
な

る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、“
頑

張
る
あ
な
た
を
応
援
す
る
”
こ
の
研
修
に
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

研
修
課
程

①
９
月･･･

事
前
研
修
（
講
話
な
ど
）

②
10
月
23
日
㈭
～
26
日
㈰･･･

県
外
研
修（
視
察
、

講
義
、
交
流
）

③
11
～
12
月･･･

自
主
研
修

④
１
月･･･

事
後
研
修
（
自
主
研
修
の
報
告
・
講

話
）

⑤
12
～
３
月･･･

研
修
報
告
書
の
作
成

　
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ

　
男
女
共
同
参
画
週
間

　

６
月
23
日
㈪
～
29
日
㈰
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、「
男
女
の
人

権
尊
重
」「
女
性
の
社
会
参
画
」「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
の
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行

　
男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
阻
害
す
る
市
の
施
策
や

事
業
に
関
し
て
市
男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
（
弁
護

士
、
臨
床
心
理
士
）
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
精
神
的
・
身
体
的

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
の
悩
み
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

ま
ず
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
ま
で
来
所
か
電

話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室
☎

30
１
７
０
１ 

G gender-equal@city.yatsushiro.lg.jp

　
男
女
共
同
参
画
情
報
誌

　
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
年
に
１
回
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
情
報
誌
「
Ｍ
ｉ
☆
Ｒ
ａ
ｉ
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
人
、
興
味
が
あ

る
人
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
少
し
で
も
関

心
が
あ
る
人
、
あ
な
た
の
感
性
や
発
想
を
カ
タ
チ
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

作
業
内
容　

掲
載
記
事
の
企
画
・
編
集
・
校
正
・
取

材
な
ど

募
集
人
員　

５
人
程
度
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

謝
　
礼　

あ
り

募
集
期
限　

６
月
20
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室
☎

30
１
７
０
１ 

G gender-equal@city.yatsushiro.lg.jp

※
事
前
・
事
後
研
修
の
会
場
は
パ
レ
ア

募
集
対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

す
べ
て
の
研
修
課
程
に
意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き

る
人
。

募
集
期
限　

６
月
30
日
㈪
ま
で

　
　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。募
集
要
項
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

☎
30
１
７
０
１

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

☎
30
１
７
０
１

　
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
再
就
職
を
め
ざ
す
お
母
さ
ん
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
　
き　

随
時
受
付　

３
ヵ
月
間

　
　
　
　

毎
週
水
曜　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

受
講
料　

２
５
０
０
円
（
託
児
料
込
み
）

■
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室

と
　
き　

随
時
受
付　

６
ヵ
月
間

　
　
　
　

毎
週
水
曜　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

受
講
料　

２
０
０
０
円
（
託
児
料
込
み
）

い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
古
城
町
）

定
　
員　

５
人

受
講
資
格　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
の
託
児
を
希
望
す

る
人

■
入
会
説
明
会

と
　
き　

６
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
、
７
月
１
日
㈬
・

16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
古
城
町
）

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）、
会
費
（
問
合
せ

く
だ
さ
い
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
27
年
３
月
末
ま
で
に
60
歳

以
上
に
な
る
人

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　

I　http://ysjc.jp/
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出
張
職
業
相
談
室
の
開
設

　　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
で
は
、
本
年
度
か
ら
出
張
職
業

相
談
を
行
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
各
種
相
談
や
求

人
情
報
の
閲
覧
な
ど
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

と
　
き　

６
月
11
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
陽
支
所
２
階　

会
議
室

問
合
せ　

市
職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　
　
職
業
訓
練
　
情
報
提
供
・
相
談
会

　
県
労
働
局
委
託
事
業

　

現
在
、
就
職
活
動
中
の
人
、
こ
れ
か
ら
の
就
職
を

考
え
て
い
る
人
に
、
職
業
訓
練
の
情
報
を
提
供
し
、

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き　

６
月
12
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分　

受
付
：
１
時
15
分

と
こ
ろ　

厚
生
会
館　

中
集
会
室

問
合
せ　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
熊
本
本
校

　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
５
０
０
１

ご
み
非
常
事
態
宣
言 

継
続
中問合せ　ごみ対策課☎34-1997

　１人１日当り 50ｇを目標に、燃えるご
みの減量に協力をお願いします。
　外出の際は、水筒やマイ箸、エコバッグ
などを活用し、ごみを出さない習慣を。

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

平成25年4月 1,591 ｔ 503 ｇ
平成26年4月 1,515 ｔ 482 ｇ

比 較 － 76 ｔ － 21 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較（八代・坂本地域）

　
　
県
の
若
者
就
職
相
談
室

　（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
）

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
」
で
は
、若
い
人
（
概

ね
15
～
39
歳
）
の
就
職
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま

　
新
規
学
卒
者
採
用
予
定
の

　
事
業
主
向
け
説
明
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
で
は
、
来
春
の
新
規
学
校
卒

業
者
を
採
用
予
定
か
採
用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
、
求
人
申
込
手
続
き
や
求
人
ル
ー
ル
と
適

正
な
採
用
選
考
に
つ
い
て
の
「
新
規
学
校
卒
業
者
対

象
求
人
申
込
み
の
た
め
の
事
業
主
向
け
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
弁
護
士
・
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る

　
消
費
生
活
特
別
相
談

　

近
年
、
多
重
債
務
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
・
悪
質
商
法

な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
、
そ
の

内
容
も
よ
り
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
当
日
に
受
付
を

行
い
、相
談
は
先
着
順
で
す
。相
談
無
料
、秘
密
厳
守
。

と
　
き　

６
月
18
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

19
日
㈭　

午
前
９
時
～
午
後
７
時　

弁
護
士
に
よ

る
相
談
は
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
は

午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階　

大
会
議
室
Ｂ

持
参
品　

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
33
４
１
６
２

　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

と
　
き　

６
月
11
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

　

受
付
：
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室

対
　
象　

事
業
主
か
人
事
担
当
者
（
採
用
選
考
を
直

接
実
施
す
る
人
）
要
事
前
申
込
み

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
☎
31
８
６
０
９

す
。
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
無
料
相
談

室
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局
１
階

相
談
内
容

○
就
職
活
動
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

○
適
性
診
断
を
受
け
て
み
た
い

○
求
人
情
報
を
知
り
た
い

○
書
類
作
成
、
面
接
対
策　

な
ど

問
合
せ　

☎
33
３
７
５
６

　
竹
田
恒
泰
氏
の
講
演
と

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

ゆ
る
ぎ
な
き
魅
力
を

や
つ
し
ろ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
、
青
年

会
議
所
の
「
第
47
回
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
in
や
つ
し

ろ
」。
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
中
の
作
家
が
講
演
し
ま
す
。

と
　
き　

６
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
20
分
～

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

内
　
容

第
一
部　

講
演
会
「
呼
び
起
こ
せ
！
郷
土
愛
～
熊
本

の
誇
り
を
取
り
戻
す
～
」
講
師
：
竹
田
恒
泰
氏

第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
熊
本
の
未

来
予
想
図
！
自
立
し
た
熊
本
の
実
現
」
パ
ネ
リ
ス

ト
：
小
野
泰
輔
熊
本
県
副
知
事
他
３
人

そ
の
他　

入
場
無
料
、
た
だ
し
要
整
理
券

申
込
み　

八
代
青
年
会
議
所
☎
32
７
０
６
３

下水道工事箇所
問合せ 下水道建設課☎33-4458

中片町汚水管築造工事
工期：～９月 5 日

西宮町汚水管築造工事
工期：～ 11 月上旬

Ａプライス

　工事期間中、大変ご迷惑をおかけします
が、標識などに十分注意して通行ください。

永碇町汚水管築造工事
工期：～９月下旬

松高幼稚園

井揚町汚水管築造工事
工期：～ 10 月 3 日

井揚団地
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食
育
講
座
２
０
１
４

　
～
親
子
で
食
育
～
　
受
講
生
募
集

　

食
育
っ
て
な
～
に
？
楽
し
く
作
れ
て
、
食
べ
て
お

い
し
い
、
家
族
を
笑
顔
に
す
る
夏
休
み
お
昼
レ
シ
ピ

を
親
子
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

７
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

麦
島
公
民
館
（
古
城
町
２
２
５
９
）

内
　
容　

講
義
・
調
理　

お
に
ぎ
り
・
ス
ー
プ
・
か

き
氷

講
　
師　

ア
デ
コ　

ベ
ジ
フ
ル　

代
表

　

平
田
亜
希
氏
（
野
菜
ソ
ム
リ
エ
）

対
　
象　

市
内
在
住
の
４
歳
～
小
２
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
　
員
　
申
込
順
20
組
程
度

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
大
人
１
人
、子
ど
も
１
人
）

　

親
子
問
わ
ず
１
人
追
加
ご
と
に
５
０
０
円
追
加

　

教
材
費
・
材
料
費
含
む

申
込
み　

６
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
に
生
涯
学
習
課
☎

30
１
１
１
０
か
麦
島
公
民
館
☎
35
３
８
２
２
へ

　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

　
短
期
講
座
生
募
集

■
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
講
座
（
初
心
者
向
け
）

と
　
き　

６
月
27
日
㈮
～
12
月
12
日
㈮
の
第
２
・
４

　
古
文
書
講
座
初
級
編
（
全
８
回
）

　
受
講
者
募
集

　

初
め
て
古
文
書
を
読
む
人
を
対
象
に
し
た
古
文
書

解
読
講
座
で
す
。
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト

に
、
一
字
一
字
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
古
文
書

に
書
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
解
説
し
ま
す

の
で
、
江
戸
時
代
の
歴
史
に
つ
い
て
も
学
べ
ま
す
。

　
舞
踊 

創
作
曲
「
八
代
妙
見
紅
道
中
」

　
第
２
回
参
加
者
募
集

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
「
八
代
妙
見
祭

の
神
幸
行
事
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
舞
踊
「
八
代
妙
見

　
八
代
の
今
昔
が
わ
か
る

　「
八
代
城
下
町
マ
ッ
プ
」

　

八
代
中
心
市
街
地
は
、
八
代
城
下
町
の
名
残
を
よ

く
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
約
２
０
０
年
前
に
描

か
れ
た
八
代
城
下
町
の
絵
図
（
一
般
財
団
法
人
松
井

文
庫
所
蔵
）
を
も
と
に
、
現
在
の
様
子
と
比
べ
な
が

ら
散
策
で
き
る
「
八
代
城
下
町
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
市
役
所
文
化
ま
ち
づ
く
り
課
と
博
物
館
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

大
き
さ　

Ａ
２
の
５
つ
折

価
　
格　

２
０
０
円

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

博物館展示案内（６月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆春季特別展覧会　京都相国寺と
　 金閣・銀閣の名宝展　  開催中 ～ 6/ 1 ㈰
◆ RKK こどもスケッチ大会
　 入賞作品展　　　　　  6/  6 ㈮   ～ 6/ 8 ㈰
◆フォトクラブ写楽 写真展  6/10 ㈫   ～ 6/15 ㈰
◆パッチワーク作品展  6/24 ㈫   ～ 6/29 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 I 茶の器 　　  開催中 ～ 6/22 ㈰
◆八代焼 II 
　 江戸末～近代の諸窯 6/24 ㈫   ～ 9/21 ㈰
◆古文書をよむ I
　 釈迦院の古文書　　  開催中 ～ 6/29 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　 開催中～27年3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり I
　 発見 ! 弥生集落　　 開催中 ～ 6/15 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり II　田川内１号墳と
　 八代の古墳　　　　 6/17 ㈫   ～ 9/28 ㈰
◆和紙の世界 II
　 八代の御用紙漉き　　開催中 ～ 7/13 ㈰
◆八代の祭礼 I
　 妙見祭の飾馬　　　  開催中 ～ 6/  １㈰
◆八代の祭礼 II
　 妙見祭笠鉾のヒミツ  6/  3 ㈫   ～ 8/  3 ㈰
◆米作りの道具　　　　開催中 通年
◆松井文庫 I　道中風景絵巻 殿が立ち寄った
　 観光スポット　　　  6/  3 ㈫   ～ 7/21 ㈪

６月の休館日 2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、30㈪
収蔵庫くん蒸（文化財害虫駆除）のため休館　7/1㈫～ 6㈰

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

紅
道
中
」
を
、一
般
女
性
の
参
加
型
で
、妙
見
祭
「
御

夜
」
に
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
を
道
中
踊
り
で
練
り
歩
き

ま
す
。雅
な
時
空
を
女
性
た
ち
で
踊
り
囃
し
な
が
ら
、

妙
見
祭
を
側
面
か
ら
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
一
般
女
性
（
年
齢
・
経
験
不
問
）

参
加
費　

３
５
０
０
円
（
支
度
費
一
式
・
保
険
代
含

む
）、
学
生
以
下
無
料

練
　
習　

代
陽
公
民
館　

７
月
６
日
㈰
、
20
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

８
月
以
降
月
２
回
程
度

申
込
み　

６
月
20
日
㈮
ま
で
に

　

舞
踊
八
代
「
絆
の
会
」
☎
35
６
１
２
８

　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
33
４
５
３
３

と
　
き　

８
月
～
11
月
の
第
１
・
３
水
曜
（
全
８
回
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

博
物
館　

講
義
室

講
　
師　

林
千
寿
（
博
物
館
学
芸
員
）

内
　
容　

児
玉
幸
多
編
「
く
ず
し
字
解
読
辞
典
」（
東

京
堂
出
版
２
３
７
６
円
）
を
使
用
し
ま
す
。
購
入

希
望
者
は
申
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
電
話
で
博
物
館
☎
34
５
５
５
５
へ

金
曜　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
12
回
）

内
　
容　

楽
し
み
な
が
ら
覚
え
て
、
み
ん
な
を
ア
ッ

と
驚
か
せ
ま
し
ょ
う

定
　
員　

20
人

費
　
用　

２
７
０
０
円
（
材
料
費
別
）

■
初
め
て
の
ズ
ン
バ
無
料
体
験
講
座

と
　
き　

６
月
10
日
㈫
・
17
日
㈫　

午
後
１
時
～
３

時
（
全
２
回
）

内
　
容　

世
界
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら

体
を
動
か
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す

定
　
員　

30
人

費
　
用　

無
料

■
中
高
年
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

と
　
き　

７
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・
26
日

㈯　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
４
回
）

内
　
容　

筋
ト
レ
に
よ
り
筋
肉
量
と
柔
軟
性
が
増

し
、
ボ
ケ
防
止
や
転
倒
防
止
に
な
り
ま
す

定
　
員　

10
人

費
　
用　

６
０
０
円

申
込
み　

６
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
費
用
を

添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
申
込
み
不
可

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

　■
若
々
し
く
、
は
つ
ら
つ
と
３
Ｂ
体
操
　
短
期
講
座

と
　
き　

７
月
～
９
月
の
第
１
・
３
水
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時　

全
６
回

講
　
師　

橋
本
八
重
子
氏

受
講
料　

２
０
０
０
円

持
参
品　

水
分
補
給
用
飲
物
、
タ
オ
ル

託
　
児　

２
～
６
歳
ま
で
（
無
料
）

申
込
み　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

　

来
館
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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市
立
保
育
所
臨
時
保
育
士

　
登
録
者
募
集

　

市
立
保
育
所
で
は
、
入
園
児
童
の
増
加
な
ど
に
よ

り
保
育
士
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
臨
時
保
育
士
を

名
簿
登
録
者
の
中
か
ら
採
用
し
て
い
ま
す
。
公
立
保

育
所
で
の
就
労
を
希
望
す
る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と
　
き　

随
時
受
付

と
こ
ろ　

こ
ど
も
未
来
課

必
要
書
類　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
☎
33
８
７
２
１

　
金
婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

　対
　
象　

○
昭
和
39
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

に
結
婚
か
入
籍
さ
れ
た
ご
夫
婦　

○
昭
和
38
年
以

前
に
結
婚
か
入
籍
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
金
婚
夫
婦

表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
ご
夫
婦

申
込
場
所　

長
寿
支
援
課
、各
支
所
市
民
福
祉
課（
鏡

支
所
は
健
康
福
祉
課
）、各
出
張
所
、各
公
民
館（
旧

市
の
み
）

申
込
み　

６
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
記
入

し
提
出
く
だ
さ
い
。
長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

図 書 館 催し物案内（６月）
施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします午前 9 時 30 分～午後 6 時（土日祝午後 5 時）

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容
０・１・２才児向けおはなし会 12日㈭ 午前11時～

語り手：子羊文庫
幼児・小学生向けおはなし会 14･21･28日㈯ 午後3時～

図書館講座 ▶4日㈬ 午前10時30分～…文学講座「俳句を楽しむ 明治期の俳句」講師：米村恒憲氏
▶18日㈬ 午前10時30分～…八代の歴史「江戸後期 八代郡高田手永の村々について」講師：蓑田勝彦氏

ジョブカフェによる就活相談会 5日㈭・20日㈮(求人情報誌発行日) 午前10時～正午　ところ：1階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会

（赤ちゃん広場） 23日㈪ 午後 2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 7･14･21･28日㈯ 午後2時～ 語り手：第 1･2･3 週 図書館員、第 4 週 山猫軒
あかちゃん向け
お話ボランティア講座

16日㈪ 午前10時30分～　赤ちゃん向けのおはなし会の実演　講師・語り手：「熊本子どもの本の研究会」
※ボランティアの人だけでなく、お母さんと赤ちゃんも楽しめる講座です。参加自由。

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

6日㈮ 午前11時～
20日㈮ 午後3時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 1日㈰14･28日㈯ 午後2時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ
施設点検休館日　市立図書館本館：25 日㈬、せんちょう図書館：10日㈫、かがみ図書館：19日㈭

▶2日㈪ 9:40ひので保育園 10:15金剛公民館 10:45ま心苑　　　  ▶3日㈫ 9:40高島団地 10:10築添団地 10:40八代中央クリニック
▶4日㈬ 9:40麦島公民館 10:15植柳公民館 10:45偕老苑　　　　  ▶5日㈭ 9:40竹原県職住宅 10:10日本製紙太田郷社宅 10:40日本製紙日置社宅
▶9日㈪ 13:15日奈久小 14:00南部市民センター 14:30保寿寮　　▶10日㈫ 13:15郡築小 14:05八千把公民館 14:30海士江西村ビル
▶11日㈬ 13:25二見小 14:10二見公民館 14:55光嶺保育園　　　 ▶12日㈭ 13:15龍峯小 13:55如見商店前 14:25中次団地
▶16日㈪ 13:15昭和小 14:00郡築11八協連 14:35井揚団地　　   ▶17日㈫ 13:15八竜小 14:10JA坂本 14:50グリーンパーク
▶18日㈬ 13:15東陽小 14:05河俣山村広場 14:40東陽せせらぎ　 ▶19日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00市泉支所 14:30泉運動広場
▶23日㈪ 9:40流藻川団地 10:05すずらん苑 10:40きぼうの里たいよう　▶24日㈫ 9:40JR西宮アパート 10:10市立病院 10：40老人ホーム楽寿
▶26日㈭ 9:40総合体育館 10:10東中洲公園 10:40あさひ園　　　▶27日㈮ 9:40鏡しらぬい保育園 10:15鏡体育館 10:45古閑出JA倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶返却予定日から 4ヵ月経過しても図書が全部返却されていない場合、新たな図書の貸出や予約などができません。
図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう図書館☎46-1901　かがみ図書館☎52-5567

市
立
図
書
館
本
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館
か
が
み
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

　

広
報
や
つ
し
ろ
５
月
号
の
子
育
て
応
援
特
集

で
紹
介
し
た
「
つ
ど
い
の
広
場
」
は
、
泉
町
に

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

め
ぐ
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
乳
幼
児
（
主
に

０
～
３
歳
）
と
そ
の
保
護
者
が
気
軽
に
集
え
る

ス
ペ
ー
ス
で
、
開
設
時
間
内
の
好
き
な
と
き
に

利
用
で
き
ま
す
。
子
育
て
の
不
安
解
消
や
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

月
・
水
・
金
曜

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

振
興
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
２
階

　
　
　
　
　
　
（
泉
町
柿
迫
３
１
８
８
‐
２
）

利
用
料　

無
料

問
合
せ　

ぽ
け
っ
と
☎
67
３
５
１
１

　
　

こ
ど
も
未
来
課
☎
33
８
７
２
１

つ
ど
い
の
広
場
　
ぽ
け
っ
と
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八
代
亜
紀
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
八
代
高
校

２
年
生
の
上か

み
か
わ川
桂か

な

え

南
恵
さ
ん
の
作
品
（
１
年
生
時

　

第
12
回
八
代
亜
紀
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

品
表
彰
と
グ
ラ
ン
プ
リ
と
な
る
八
代
亜
紀
大
賞
の

発
表
が
、５
月
９
日
、や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
八
代
の
活
性
化
・
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
八
代
経
済
三
団
体
に
よ
る
「
八
代
亜
紀
と

共
に
明
日
の
八
代
を
つ
く
る
会
」
が
平
成
15
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
小
中
高
校
生
か
ら
７
２
５
点
、一
般
か
ら

20
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
八
代
亜
紀
賞

11
点
と
入
選
13
点
、
佳
作
87
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

に
応
募
）。
塩
屋
八
幡
宮
の
拝
殿
を
水
彩
画
で
描

い
た
も
の
で
、
八
代
さ
ん
は
「
色
彩
、
構
図
、
細

や
か
さ
が
す
ば
ら
し
い
」
と
講
評
。
上
川
さ
ん
は

「
う
れ
し
く
て
感
無
量
で
す
。
以
前
か
ら
絵
が
好

き
で
描
い
て
い
ま
す
が
、
選
ば
れ
て
励
み
に
な
り

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
、
八
代
少
年
少
女
合
唱
団
創
立
40
周

年
記
念
定
期
演
奏
会
が
厚
生
会
館
で
行
わ
れ
、
多

く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

同
合
唱
団
は
、
昭
和
49
年
に
韓
国
少
年
少
女
合

唱
団
が
八
代
公
演
を
行
っ
た
際
に
、
太
田
郷
小
学

校
と
代
陽
小
学
校
の
合
唱
部
に
よ
る
合
同
チ
ー
ム

で
共
演
し
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
後
、
市
内
全
域

に
入
団
枠
を
広
げ
ま
し
た
。
現
在
は
小
学
２
年
生

か
ら
大
学
生
ま
で
の
31
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
た
ち
は
「
気
球
に
乗
っ
て
ど
こ
ま
で
も
」

な
ど
の
合
唱
曲
を
振
り
付
き
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

歌
い
、
同
団
Ｏ
Ｂ
も
加
わ
っ
た
第
２
部
で
は
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
曲
を
迫
力
あ
る
歌
声
で
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
天
狗
の
か
く
れ
み
の
」
な
ど
彦
一

と
ん
ち
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
も
行
わ
れ
、
情
緒
豊
か
な
歌
声
に
、
観
客
は
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
団
の
森
恭
子
代
表
は
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
心
を
新
た
に
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲グランプリの八代亜紀大賞に選ばれた作品について
　コメントする上川桂南恵さん（中央）

▲明るく元気な歌声を披露

▲ウオーキングを楽しむ参加者

745の応募作品から八代亜紀大賞決定
八代亜紀絵画コンクール表彰式

明るい歌声を届け続ける
八代少年少女合唱団創立 40 周年記念定期演奏会

２万人が初夏の八代路を堪能
九州国際スリーデーマーチ

アーケードがメルヘンの世界に
第 25 回 八代ちびっ子カーニバル
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５
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
、
第
20
回

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
が
開
催
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
２
万
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
と
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
主
催
で
「
き

な
っ
せ
！
や
つ
し
ろ 

笑
顔
で
元
気
ウ
オ
ー
ク
」

が
大
会
テ
ー
マ
で
す
。

　

球
磨
川
河
川
緑
地
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、

八
代
に
ゆ
か
り
の
あ
る
八
代
亜
紀
さ
ん
、
陣
内
貴

美
子
さ
ん
、
松
中
信
彦
さ
ん
に
ち
な
ん
だ
コ
ー
ス

や
八
代
の
文
化
や
自
然
を
巡
る
コ
ー
ス
な
ど
計
12

コ
ー
ス
が
あ
り
、
給
水
所
で
は
地
元
婦
人
会
な
ど

が
ト
マ
ト
や
手
作
り
の
漬
物
な
ど
で
も
て
な
し
ま

し
た
。

　

３
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
家
族

や
友
人
ら
と
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
初
夏
の
八

代
路
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
球
磨
川
河
川
緑
地
に
あ
る
メ
イ
ン
会
場

で
は
、
ダ
ン
ス
や
民
俗
芸
能
、
八
代
亜
紀
さ
ん
や

陣
内
貴
美
子
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
ほ
か
、
物

産
展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲英国近衛兵とピエロの皆さん

　

子
ど
も
の
日
の
５
月
５
日
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
て
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
、
第
25
回
八
代
ち
び
っ
子
カ
ー
ニ
バ
ル

が
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

海
賊
船
の
船
長
や
花
の
精
、
伯
爵
令

嬢
な
ど
童
話
の
世
界
を
再
現
し
た
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
約

２
５
０
人
が
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
ア
ー

ケ
ー
ド
内
は
、
華
や
か
な
メ
ル
ヘ
ン
の

世
界
に
変
わ
り
ま
し
た
。
見
に
来
た
人

か
ら
は
「
か
わ
い
い
」「
か
っ
こ
い
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
、
写
真
に
納
め
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加
し
た
市
原
泰
樹

く
ん
（
鏡
西
部
小
２
年
）
は
、「
海
賊

の
フ
ッ
ク
船
長
に
な
っ
た
の
は
初
め

て
。
弟
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
一
緒
で
楽

し
い
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

主
催
者
代
表
の
出
田
順
子
さ
ん
は

「
初
回
の
出
演
者
の
子
ど
も
た
ち
が
今

回
出
演
し
て
く
れ
て
い
て
感
無
量
で

す
」
と
25
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。
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八代亜紀さんの絵画を架け替え赤星公園ぼたん祭り ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」

▲牡丹の花を見て楽しむ参拝客 ▲表敬訪問した選手とクラブマスコットのロ
　アッソくん

　

４
月
７
日
、
市
役
所
本
庁
１
階
に
掲
示
し
て
い
る

八
代
亜
紀
さ
ん
の
絵
画
が
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
絵
画
は
「
時
空
を
超
え
て
…
幼
想
」
で
、

Ｆ
60
号
の
大
作
。ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
三
大
巨
匠
の
ひ
と
り

ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
サ
ン
テ
ィ
の
聖
母
子
像
の
ひ
と
つ
「
聖

母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
」
の
模
写
作
品
で
す
。

　
「
八
代
市
民
に
広
く
観
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

い
う
八
代
さ
ん
の
ご
厚
意
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
き
続
け
て
い
る
八
代
さ
ん

は
、
画
家
・
市
川
元
晴
さ
ん
に
師
事
し
、
フ
ラ
ン
ス

「
ル
・
サ
ロ
ン
」
展
の
永
久
会
員
で
す
。
今
後
も
、

不
定
期
に
作
品
を
替
え
な
が
ら
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
11
日
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
「
火
の
国
も
り
あ
げ

タ
イ
！
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
池い

け

谷や

友と
も
よ
し良
代
表
や

選
手
な
ど
が
中
村
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク
ラ
ブ
発
足
10
周
年
を
記

念
し
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
３
人
程
の
選
手
を
県
内

の
各
市
町
村
に
任
命
し
、
１
年
間
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
な
が
ら
、
地
域
と
共
に
熊
本
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
本
市
は
山
﨑
侑
輝
選
手
と
齊
藤
和
樹
選

手
、秀
岳
館
高
校
出
身
の
パ
ブ
ロ
選
手
が
担
当
で
す
。

　

池
谷
代
表
は
「
県
民
に
元
気
を
、
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
、
熊
本
に
活
力
を
目
標
に
、
八
代
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
鏡
町
の
赤
星
公
園
で
「
赤
星
公
園
ぼ

た
ん
祭
り
」
が
行
わ
れ
、多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
文
学
人
で
あ
る
赤
星
陸り

く
じ治
の
生
家
が

と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、
今
回
で
10
回
目
で
す
。

　

同
園
に
あ
る
観
音
堂
（
六
角
堂
）
は
、
陸
治
が
亡

く
な
っ
た
妻
・
寿
恵
の
た
め
に
建
て
た
も
の
で
、
周

辺
に
は
寿
恵
が
好
ん
だ
と
い
う
牡
丹
の
花
が
多
く
植

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
牡
丹
観
音
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
市
商
工
会
女
性
部
に
よ
り
牡

丹
35
株
が
補
植
さ
れ
、
例
年
以
上
に
多
く
の
花
が
咲

き
揃
い
、
訪
れ
た
参
拝
客
は
色
と
り
ど
り
の
牡
丹
の

花
を
眺
め
て
楽
し
み
ま
し
た
。

「
水す

い
ち
っ
き
ょ

竹
居
の
館や

か
た

」
と
し
て
同
園
内
に
復
元
さ
れ
た
こ

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

　
「
世
界
一
幸
せ
」
が
最
近
の
口
癖
と
い

う
ミ
キ
さ
ん
。
竜
北
町
で
生
ま
れ
育
ち
、結

婚
し
て
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

県
外
で
の
生
活
を
経
て
、
夫
の
実
家
が

あ
る
鏡
町
に
戻
っ
て
か
ら
は
夫
婦
で
畳
表

販
売
業
を
営
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
着
物
は
作
っ
て
い
た
と
い
う

ほ
ど
和
裁
が
得
意
な
ミ
キ
さ
ん
の
長
寿
の

秘
訣
は
「
明
る
い
気
持
ち
で
い
る
こ
と
」。

　

７
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
八
千
把
で
生

ま
れ
育
っ
た
ハ
ル
エ
さ
ん
。植
柳
に
嫁
ぎ
、

農
業
な
ど
を
し
て
６
人
の
女
の
子
を
育
て

ま
し
た
。

　

民
謡
や
詩
吟
な
ど
様
々
な
趣
味
を
持

ち
、
ま
た
、
焼
酎
が
大
好
き
で
99
歳
ま
で

毎
日
飲
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘

訣
は
「
趣
味
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
」。

　

手
芸
教
室
の
助
手
を
務
め
て
い
た
ほ
ど

手
先
が
器
用
な
ツ
ネ
ヨ
さ
ん
。
福
岡
県
八

女
市
に
生
ま
れ
、
結
婚
を
機
に
八
代
市
に

移
り
住
み
、八
代
駅
内
の
キ
ヨ
ス
ク
に
勤
め

な
が
ら
、２
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

刺
繍
糸
で
複
雑
な
模
様
の
手
ま
り
を
作
る

こ
と
が
得
意
で
、
多
く
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘
訣
は

「
言
い
た
い
こ
と
を
た
め
ず
に
言
う
こ
と
」。

　

教
育
熱
心
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
長
い
間

務
め
た
と
い
う
フ
サ
エ
さ
ん
。
６
人
兄
弟

の
長
女
と
し
て
湯
前
町
で
生
ま
れ
、
太
田

郷
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
み
か
ん
山
で
働
き
な

が
ら
体
の
不
自
由
な
夫
を
支
え
、
４
人
の

子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。
長
寿
の
秘
訣
は

「
料
理
が
大
好
き
で
食
べ
る
こ
と
も
好
き

だ
か
ら
」。

　

泉
村
で
生
ま
れ
、
７
人
兄
弟
の
長
女
と

し
て
育
っ
た
ヨ
シ
ノ
さ
ん
。

　

同
じ
泉
村
の
人
に
嫁
ぎ
、
お
米
や
お
茶

な
ど
の
農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
５
人
の

子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

家
族
な
ど
か
ら
祝
福
さ
れ
る
と
「
あ
り

が
と
う
」と
力
強
い
声
で
返
答
し
ま
し
た
。

１００歳 おめでとうございます

三宅 ハルエさん
（植柳下町）

大正３年４月１８日生

内山 ツネヨさん
（大手町１丁目）

大正３年５月４日生

片山 フサエさん
（東陽町）

大正３年５月８日生

久保田 ミキさん
（古城町）

大正３年２月９日生

平野 ヨシノさん
（東陽町）

大正３年４月２０日生
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地震発生を想定し津波避難訓練厚生会館初のホワイエコンサート「スマホの中に商店街」事業スタート

プロ野球ウエスタン・リーグ公式戦パートナーシップ協定締結式日奈久温泉 カーネーション風呂

▲一列に並び、偕老苑の駐車 
  場へ自転車で向かう生徒

▲ホワイエに響き渡ったコール麦島の合唱

▲調印を終えた、前列左から橋本一一会長（坂本）、中村市長、
　松永松喜会長（泉）、後列左から福嶋達期会長（鏡）、早瀬洋志
　会長（高田）、畑中正人会長（宮地）、満島進会長（郡築）、田中
　政美会長（松高）、永原副市長　

▲キャッチボール指導教室で、正しい捕球体勢の
　指導を受ける子どもたち

▲カーネーション風呂を楽しむ親子

　

５
月
11
日
の
母
の
日
に
、
日
奈
久
温
泉
の
３
施

設
で
女
湯
限
定
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
奈
久
出
身
の
若
手
地
域
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ  

Ｉ 

♡ 

日
奈
久
（
チ
ー
ム 

ア

イ 

ラ
ブ 

ひ
な
ぐ
）」
が
、
多
く
の
人
に
日
奈
久

温
泉
を
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、

今
回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

実
施
施
設
は
、
ば
ん
ぺ
い
湯
・
金
波
楼
・
し
の

は
ら
ホ
テ
ル
浜
膳
。
そ
れ
ぞ
れ
約
１
万
輪
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
女
性
客
は
湯

船
い
っ
ぱ
い
に
浮
か
ぶ
花
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
を

楽
し
み
ま
し
た
。

Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
球
磨
川
河
口
に
位
置
す
る
た
め
、
地

震
発
生
時
の
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
地
震
発
生
後
に
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
約
１
・
５
㎞
離
れ
た

６
階
建
て
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
偕
老
苑
ま
で
自
転
車
で

避
難
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
同
施
設
は
津
波
避

難
ビ
ル
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、真
剣
な
表
情
で
取
り
組
み
、訓
練

開
始
か
ら
26
分
９
秒
後
に
避
難
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
第
六
中
学
校
で
地
震

発
生
を
想
定
し
た
津
波
避
難
訓
練
が

行
わ
れ
、
全
校
生
徒
・
職
員
１
８
５

　

４
月
25
日
、厚
生
会
館
で「
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー

ト
～
女
声
三
部
合
唱
の
調
べ
～
」
が
行
わ
れ
、
市

民
や
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
初
の

試
み
で
、
今
回
、
コ
ー
ル
麦
島
の
メ
ン
バ
ー
12
人

が
ウ
ェ
ル
ナ
ー
の
「
野
ば
ら
」
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
「
ト
ル
コ
マ
ー
チ
」
な
ど
、
７
曲
を
合
唱
し
ま

し
た
。伸
び
の
あ
る
透
き
通
っ
た
声
に
、観
客
は
曲

が
終
わ
る
ご
と
に
大
き
な
拍
手
を
贈
り
ま
し
た
。

　

指
揮
・
独
唱
を
し
た
閘

ひ
の
く
ち

優
子
さ
ん
は「
歌
う
楽

し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

で
語
り
ま
し
た
。

　

５
月
７
日
、
市
役
所
本
庁
で
市
と
７
つ
の
地
域

協
議
会
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
強
い
地

域
経
営
力
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
新
た
な
住
民

自
治
組
織
で
あ
る
地
域
協
議
会
と
市
が
、
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互
い
協

力
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
泉
・
坂
本
・
郡
築
・

高
田
・
鏡
・
宮
地
・
松
高
の
地
域
協
議
会
で
、
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
全
地
域
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ 

福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
と
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
試
合
が
５

月
５
日
、
県
営
八
代
野
球
場
で
行
わ
れ
、
６
０
０
０

人
以
上
の
野
球
フ
ァ
ン
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

試
合
前
に
は
、
打
撃
練
習
見
学
や
親
子
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
指
導
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
、
選
手
を
間

近
に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
嬉
し
そ
う
に
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

　

試
合
は
両
チ
ー
ム
無
得
点
の
６
回
、
２
死
か
ら

適
時
打
で
２
点
を
先
制
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
、

広
島
の
反
撃
を
継
投
で
し
の
ぎ
き
り
、
２
対
０
で

競
り
勝
ち
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
本
町
１
・
２
・
３
丁
目
と
通
町
の
４

商
店
街
で
組
織
す
る「
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
」

が
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
新
た
な
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）を
使
っ
て
、

お
店
の
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
買
い
物
が
で
き
る

と
い
う
も
の
で
、
そ
の
名
も
Ｓ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ-

ｙ
ｏ

ｌ
ｉ
（
さ
し
よ
り
）。
八
代
弁
で
と
り
あ
え
ず
の

意
味
で
す
。

　

す
で
に
商
店
街
の
約
１
０
０
店
舗
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
…
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
☎
32
０
７
２
１
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                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 8月号の掲載申込締切は、6/26 ㈭です。

伝言板◎講演会「紀元前250年頃来代した人」
日時／6月13日㈮ 午前10時～11時45分
場所／代陽公民館
内容／父の船で日本へやって来た徐福の話
対象／どなたでも
定員／30人
年会費／1,000円（切手24回分など）
問合せ／明星大学 有野☎38-3450

◎夕葉水泳学校 水泳初心者募集
日時／7 月 1 日㈫～ 8 月 30 日㈯
   毎週火・木・土 午後5時30分～6時40分
場所／市民プール
内容／顔付けができない・泳ぎが苦手な
   子どもに基礎から指導
対象／4 歳以上の幼児・児童
その他／体験レッスン有り。開校日に随時入校可

［入校説明会］ 6月28日㈯ 午後1時～
       市民プール2階
問合せ／八代市体育協会☎62-8130

◎わいわい工作・わくわく実験ひろば
「恐竜のたまごを作ろう」
日時／6月15日㈰ 午前9時30分～正午
   受付：午前 9 時～ 9 時 30 分
場所／熊本高専八代キャンパス
内容／水と混ぜると固まる白い粉（せっこう）

   をゴム風船に流し込み、大きな卵を作る
対象／中学生以下（小3以下は保護者同伴）
定員／80 人
費用／100 円（傷害保険代金）
問合せ／事前申込不要
   企画係 畑中☎53-1390

◎あなたも空手道を始めませんか
日時／毎週火曜 午後6時～8時 麦島公民館
   毎週金曜 午後8時～10時 麦島小学校
対象／どなたでも（男女 ･ 年齢不問）
定員／30 人程度
費用／月 3,000 円
問合せ／窪田☎090-8833-9067

◎少年柔道部員募集
日時／毎週月 ･ 水 ･ 金曜日
   午後 6 時 30 分～ 8 時
場所／八代警察署道場
対象／小学1～6年生（男女不問）
費用／保護者会費として子ども 1 人につき
   月 2,000 円（2 人の場合は 3,000 円）
その他／見学希望者は事前にご連絡ください
問合せ／八代警察署 生活安全課 少年係
   ☎33-0110（内 272）

◎薩摩街道今昔 現地バス調査
「天保以前は行道・以後は帰り道」
日時／6 月 13 日㈮
   午前10時～午後2時（午前9時50分集合）
集合場所／代陽公民館
内容／バスで現地まで行き、薩摩街道を視察
対象／どなたでも
定員／30 人
参加無料
問合せ／八代郷土史の会 有野☎38-3450

◎講演会「年号（旧暦）と西暦」
日時／6月27日㈮ 午前10時～11時45分
場所／代陽公民館
内容／年号と西暦の話
対象／どなたでも
定員／30 人
参加無料
問合せ／八代郷土史の会 有野☎38-3450

◎第 31 回 やつしろマルシェ
日時／6月14日㈯ 午前9時～午後2時
場所／やつしろハーモニーホール（玄関前通路）
内容／農産物や農産加工品の販売。環境
   月間啓発コーナー有り
問合せ／やつしろマルシェ生産者会事務局
   柿本☎070-5413-4901

◎懐メロ みんなで唄う会（毎月）
【松高公民館】 第4月曜日
【麦島公民館】 第 2 金曜日
【東陽公民館】 第 4 木曜日
【鏡農事センター】 第 4 水曜日
時間／午前 10 時～ 11 時 30 分 
内容／懐メロをみんなで唄う
対象／どなたでも
定員／20人
費用／500 円（参加当日のみ）
問合せ／鈴木シンシ☎090-7468-4530

◎聖愛幼稚園を卒園された皆さまへ
聖愛幼稚園は 2017 年に創設 100 周年
を迎えます。卒園者名簿を整理していま
すので、ご連絡ください。
問合せ／聖愛幼稚園☎32-3303

◎初心者ゴルフ教室
期日／7 月 22 日㈫～ 9 月 14 日㈰
場所／大島ゴルフ倶楽部、八代ゴルフ倶楽部
内容／ゴルフスイングの練習とプレー
対象／市内在住の一般社会人
定員／先着15 人
費用／6,000 円
問合せ／山本☎090-8289-9048

◎第 3 回 氷川ダムかき殻まつり
日時／6月8日㈰ 午前 9 時～午後 3 時
場所／氷川ダム管理所、泉ふれあいセンター
内容／水質浄化活動や環境学習など
対象／八代市民
参加無料
問合せ／次世代のためにがんばろ会
   松浦☎32-5081

◎詩吟を始めませんか
市内に教室が 4 カ所あり、各教室により日
時が違います。お気軽にお電話ください。
対象／どなたでも
費用／月 4,000 円（施設使用料など）
問合せ／紫州流日本明吟会熊本支部
   松山☎32-7316

◎第29回 八代青少年音楽コンクール 出演者募集
日時／8月10日㈰ 午前8時45分開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／ピアノ・歌唱・声楽・弦楽器・管打楽
   器部門による音楽コンクール
対象／幼児～一般（40歳以下）
費用／幼児・小学校低学年 6,000 円
   小学校中学年・高学年6,500円
   中学生7,000円  高校生7,500円
   大学生 8,000 円  一般 8,500 円
申込・問合せ／6月30日㈪締切 満田☎32-7418

◎子育てセミナー
「思春期の子どもの対応」
日時／6月21日㈯ 午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
対象／乳幼児・児童がいる親
費用／200円（資料代）
問合せ／一般社団法人倫理研究所
   家庭倫理の会 太田☎33-7274

◎花菖蒲を見ながらお抹茶はいかが日時／6 月 3 日㈫～ 10 日㈫
   午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分場所／松濱軒
内容／お抹茶の接待と庭園ガイドのおもてなし費用／300 円（お抹茶・お菓子付）問合せ／茶和の会事務局 真木☎34-3939

◎発表会&小錦コンサート
日時／6 月 6 日㈮
   発表会：午後 2 時～ 5 時
   コンサート：午後 6 時～ 8 時
場所／厚生会館
内容／ダンスやウクレレなどの発表と小錦コンサート
定員／960 人
費用／発表会：参加無料
   コンサート：3,000 円（前売り2,500円）
問合せ／宮本☎090-3799-6830

◎出前講座「八代の歴史について」
日時／6 月 10 日㈫ 午後 7 時～ 9 時
場所／八代ホワイトパレス
講師／山内淳司（市文化まちづくり課）
対象／どなたでも
定員／40 人
参加無料
問合せ／八代火曜日会 沖田☎33-5677

◎みんなの花展
日時／6 月 21 日㈯～ 22 日㈰
   午前 10 時～午後 5 時
場所／衆（本町 1 丁目）
入場無料
問合せ／本田☎35-3869

◎合気道護身術教室 受講生募集
日時／6月15日㈰ 午後2 時～ 4 時
場所／市立武道館
対象／一般男女（親子大歓迎）
参加無料
その他／運動ができる服装
問合せ／合気道八代支部 上田☎35-9008

◎ソフトテニス「八代ジュニア」メンバー募集
日時／毎週水・金曜 午後5 時～7 時
場所／市コミュニティー広場
対象／小学 1 ～ 6 年生
費用／月3,000円程度
問合せ／桑原☎33-2507

◎第 7 回 紫陽花祭り
期日／6 月 11 日㈬～ 14 日㈯
場所／がらっぱ広場（本町 1 丁目）
   ※球磨川堤防での祭りは工事のため中止
内容／11日㈬ 夕方～午後 9 時
   和紙によるランタンハウスやひか
   りのファンタジー
   14日㈯ 午前10時30分～11時30分
   楽器の演奏やパフォーマンスなど
問合せ／紫陽花祭り実行委員会 出田☎33-2066
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７
月
か
ら
八
代
市
民
プ
ー
ル
と
八
代
市
鏡
プ
ー
ル

を
一
般
開
放
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
暑
い
夏
を
涼
し
く
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

注 

意 

点

・
貴
重
品
や
靴
は
必
ず
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
、
各
自
で
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
ロ
ッ
カ
ー
は
１
０
０
円
で
利
用

で
き
、
利
用
後
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

・
飛
び
込
み
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
走
り
回
り
は
、
危

険
な
た
め
禁
止
で
す
。

・
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
や
乗
り
合
わ
せ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
故
防
止
の
た
め
、
監
視
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
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き
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☎
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０
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１
１
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１
１
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間
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一
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（
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む
）
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月
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日
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月
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日
㈰  

期
間
中
無
休

５
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円

１
０
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円

２
１
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円

八
代
市
民
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ー
ル

１
日
～
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用
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金

施
設
概
要

利
用
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間

期

間
幼
児
、
小
・
中
・
高
校
生

一
般
（
大
学
生
を
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む
）
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ｍ
、
幼
児
プ
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後
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時
～
午
後
４
時

７
月
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日
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～
８
月
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日
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間
中
無
休

５
０
円

１
０
０
円

八
代
市
鏡
プ
ー
ル

20
日
～

市民プール 

7月から

オープン 

　お茶の間で人気の紙
切り師・林家二

に ら く
楽師匠

の指導による紙切りの
体験教室です。この機
会に参加してみません
か。
と　き　７月６日㈰
　　　　午前の部（午前 10 時開講）
　　　　　対象者　一般の人
　　　　午後の部（午後１時 30 分開講）
　　　　　対象者　小中学生（保護者同伴可）
ところ　千丁文化センター（パトリア千丁）
講　師　紙切り師・林家二楽師匠
参加費　１０００円
定　員　午前・午後の部とも先着 25 人
申込み　６月９日㈪９時から千丁文化センター☎ 46-

1888 へ参加費を添えて、直接お申込みください。

　林家二楽の
　  紙切り芸
ワークショップ 
　受講生募集

　クルーズ客船「飛鳥 II」が八代港に入港します。この
機会に船内見学会を開催しますので、下記の要領でお申
し込みください。
と　き　7 月 25 日㈮　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
ところ　八代港外港地区
費　用　無料
定　員　100 人（応募者多数の場合は抽選）
申込み　往復はがきに①郵便番号②住所③氏名④年齢⑤

性別⑥電話番号を明記の上、６月 20 日㈮（消印有効）
までお申込みください。※ 1 枚のはがきで 5 人まで
申込み可能ですが、申込者全員の③～⑤をご記入くだ
さい。

申込先　〒 866-8601 松江城町 1-25 八代市役所国際
港湾振興課内　八代港港湾振興協会 ☎ 43-7855
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